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令和７年 第１回沼田町議会定例会 会議録 

 

                      令和 ７年 ３月 ６日（水） 
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産業創出課長  小 玉 好 紀 君  農業推進課長 前 田 昌 清 君 
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保健福祉課長  按 田 義 輝 君  和風園園長  安 念 昌 典 君 

旭寿園園長（なごみ施設長） 荒 川 幸 太  君 

 

５．教育委員会教育長の委任を受けて出席した説明員 

  教育課長      赤 井 圭 二  君 

 

６．農業委員会会長の委任を受けて出席した説明員 

  事務局長    神 薮   太 君 
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８．付議案件は次のとおり 

 

（議件番号） 

 

 

 

 

 

 

 

議案第１２号 

議案第１３号 

議案第１４号 

 

議案第１５号 

 

議案第１６号 

議案第１７号 

議案第１８号 

議案第１９号 

議案第２０号 

 

議案第２１号 

議案第２２号 

 

議案第２３号 

議案第２４号 

 

議案第２５号 

議案第２８号 

議案第２９号 

議案第３０号 

議案第３１号 

議案第３２号 

議案第３３号 

（件   名） 

会議録署名議員の指名 

会期の決定 

議長の諸般報告 

総務民教建設常任委員会所管事務調査報告 

産業福祉常任委員会所管事務調査報告 

町政執行方針並びに教育行政執行方針 

一般質問 

令和６年度沼田町一般会計補正予算について 

令和６年度沼田町養護老人ホーム特別会計補正予算について 

令和６年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計補正予算につい

て 

令和６年度沼田町高齢者グループホーム特別会計補正予算につ

いて 

令和６年度沼田町介護保険特別会計補正予算について 

令和６年度沼田町国民健康保険特別会計補正予算について 

令和６年度沼田町後期高齢者医療特別会計補正予算について 

令和６年度沼田町水道事業会計補正予算について 

令和６年度沼田町下水道事業会計補正予算について 

予算等審査特別委員会の設置 

沼田町合同墓の設置、管理及び使用等に関する条例について 

沼田町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について 

町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

沼田町住んで快適住まいる応援条例の一部を改正する条例につ

いて 

沼田町営スキー場設置条例の一部を改正する条例について 

令和７年度沼田町一般会計予算について 

令和７年度沼田町養護老人ホーム特別会計予算について 

令和７年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計予算について 

令和７年度沼田町高齢者グループホーム特別会計予算について 

令和７年度沼田町介護保険特別会計予算について 

令和７年度沼田町国民健康保険特別会計予算について 
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議案第３４号 

議案第３５号 

議案第３６号 

 

令和７年度沼田町後期高齢者医療特別会計予算について 

令和７年度沼田町水道事業会計予算について 

令和７年度沼田町下水道事業会計予算について 
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開 会   午前１０時００分 

   

（ 開 会 宣 言 ） 

○議長（小峯聡議長）只今から令和７年第１回沼田町議会定例会を開会します。只今

の出席議員数は９人です。定足数に達していますので、これより本日の会議を開きま

す。本日の議事日程はお手元に配布のとおりであります。 

   

（ 会議録署名議員の指名 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員

は、会議規則第１２５条の規定により、２番、篠原議員、３番、鵜野議員を指名いた

します。 

   

（ 会期の決定 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第２、会期の決定を議題と致します。会期につきましては、

議会運営委員会で審議されておりますので、議会運営委員長から報告を願います。鵜

野委員長。 

 

（ 議会運営委員会報告 鵜野委員長登壇 ） 

○委員長（鵜野範之委員長）おはようございます。令和７年第１回沼田町議会定例会

の会期につきまして、議会運営委員会の審議結果を申し上げます。去る２月２７日午

後２時から議長出席のもと、議会運営委員会を開催いたしました。事務局より今定例

会の提出議案等の概要について説明を受けるとともに、議長からの諮問事項を受け

たところであります。これによりますと、今定例会に提出される案件は、議長の諸般

報告３件、委員会報告２件、町政執行方針並びに教育行政執行方針、一般議案は条例

７件、人事案件１件、議会発議１件、令和６年度会計補正予算９件、令和７年度会計

予算９件であります。また、一般質問は、５件の通告があり、うち、町長に対して３

件、教育長に対して１件、町長と教育長に対して１件であります。以上の付議案件全

般について審議しました結果、本定例会の会議は、本日６日から１３日までの８日間

とすることで意見の一致をみております。以上申し上げて、議会運営委員会の報告と

いたします。 

○議長（小峯聡議長）委員長の報告が終わりました。お諮りいたします。本定例会の

会期は委員長の報告のとおり本日から１３日までの８日間にいたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、会期は本日から１３日までの
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８日間に決定しました。 

 

（ 諸 般 報 告 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第３、議長の諸般報告については、前定例会以降の議会の

動静、例月出納検査報告書及び定期監査報告書を提出いたしましたのでご覧願いま

す。 

 

（ 総務民教建設常任委員会 所管事務調査報告 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第４、総務民教建設常任委員会所管事務調査報告を議題

といたします。委員長の報告を求めます。大沼委員長。 

（ 大沼委員長 登壇 ） 

○委員長（大沼恒雄委員長）おはようございます。総務民教建設常任委員会所管事

務調査報告をさせていただきます。本委員会は、申し出た調査案件について調査を

終了したので、その結果を次のとおり会議規則第７７条の規定により報告する。 

［以下、議案報告書を朗読］ 

○議長（小峯聡議長）委員長の報告が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。お諮りいたしま

す。本件は、委員長の報告の通り受理することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）ご異議なしと認めます。よって、本件は委員長報告の通り受

理することに決定しました。 

 

（ 産業福祉常任委員会 所管事務調査報告 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第５、産業福祉常任委員会所管事務調査報告を議題とい

たします。委員長の報告を求めます。伊藤委員長。 

（ 伊藤委員長 登壇 ） 

○委員長（伊藤淳委員長）おはようございます。産業福祉常任委員会所管事務調査

報告をいたします。本委員会は、申し出た案件について調査を終了したので、その

結果を次のとおり会議規則第７７条の規定により報告する。 

［以下、議案報告書を朗読］ 

○議長（小峯聡議長）委員長の報告が終わりました。これより質疑に入ります。質

疑ありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。お諮りいたしま

す。本件は、委員長の報告の通り受理することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）ご異議なしと認めます。よって、本件は委員長報告の通り受

理することに決定しました。 

 

（ 町政執行方針並びに教育行政執行方針 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第６、町政執行方針並びに教育行政執行方針を議題とい

たします。初めに町長。 

（ 横山町長 登壇 ） 

○町長（横山茂町長）おはようございます。本日ここに第１回定例会を招集したと

ころ、議員各位の出席を頂き開催できます事に心から御礼を申し上げます。それで

は早速ではありますが述べさせていただきます。 

［以下、町政執行方針を要点朗読］ 

○議長（小峯聡議長）次に教育長。 

（ 三浦教育長 登壇 ） 

○教育長（三浦剛教育長）続きまして、教育行政執行方針を申し上げます。 

（以下、教育行政執行方針を要点朗読） 

○議長（小峯聡議長）以上で、町政執行方針並びに教育行政執行方針を終わります。

ここで、暫時休憩と致します。再開は午後１時と致します。議員の皆さんはこの後１

１時４５分から全員協議会を開きますので、議員控室にお集まりください。 

午前１１時４２分 休憩 

 

午後 １時００分 再開 

 

（ 一 般 質 問 ） 

○議長（小峯聡議長）それでは再開いたします。日程第７、一般質問を行います。通

告順に発言を許します。議席番号４番、久保議員。ＪＲがなくても選ばれる沼田町で

あるためにはについて質問してください。 

○４番（久保元宏議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。久保議員。 

○４番（久保元宏議員）まず、高田代表監査、また引き続き御指導よろしくお願いし

ます。私からの質問は、大きく３つに分けて、教育長と町長に質問を準備させていた

だきました。３つの質問にそれぞれテーマを３つに分けて、資料を１つずつ用意しま
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したので、その資料１つずつに対して質問をそれぞれお願いしようと思っておりま

す。傍聴者の方はスクリーンを見ていただいて、ＹｏｕＴｕｂｅを御覧の方は沼田町

議会のホームページを検索されて、そこから私の資料をＰＤＦで御覧になっていた

だければと思います。私の一般質問は、ＪＲがなくても選ばれる沼田町であるために

はという質問なんですが、この質問の根拠は、沼田町のまちづくりの戦略に３つスケ

ジュール感覚と優先順位と町民ニーズ、これがまちづくりの戦略に伴っているかと

いう心配を感じましたので、質問させていただきます。おととい３月４日火曜日に、

マツコ・デラックスが出るＴＢＳのテレビ番組「マツコの知らない世界」で、地価の

世界というのがテーマでなっていました。地価とは土地の値段なんですが、土地の価

値を上げるためには何が必要かということで、まず、人口が増えたところには土地の

価値が上がると、そのためにはどうしたらいいのかということで、駅をつくればいい

んじゃないかというのがテレビの趣旨だったような感じを受けます。まさしく、今、

沼田町は、その真逆に駅がなくなるという逆方向のベクトルに悩んでおります。町長

も長い間、非常に苦しんで、ある意味戦いを我々の先頭でされてきたと思います。ま

さしくその駅がなくなることは、価値の減少、人口の減少です。では、その対策は、

なくなる１年前の今日、今日どこまで準備ができているかというのをお２人に伺っ

て、それを指針に、我々町民もまちづくりに参加していきたいと思います。通告の内

容をまず述べさせていただきますと、ＪＲ北海道の留萌本線は、残り、深川から石狩

沼田までの間も２０２６年３月末で廃止が予定されています。いよいよ沼田町は駅

のない町になります。沼田町は、地政学的に空知平野の北限にあり、交通の通過点の

機能が薄いために、道の駅や立ち寄り型の温泉が存在しないのと、交流インフラの整

備に苦労してきました。さらに、ＪＲがなくなりますと通学の条件が悪化すること

で、部活動や塾の不安も重なり、子育て世代は通勤族では子供を伴わない単身赴任が

増え、町民も子供の負担を軽減するために、より通学に便利な近隣の市町村に移住す

る、そういう可能性が高まります。ＪＲの廃止はさらに高齢者にもつらく、人口減に

拍車をかけそうです。そこで、廃止まであと１年間となった今、沼田町はどこまで準

備をしていて、これからどこまで準備をするのか、そこを２人に問いたいと思いま

す。まず、資料の１を見ていただきたいと思います。代替交通について、まず教えて

もらいたいと思います。高校生の生活習慣の移動がカバーできれば、同時に、通勤や

通院、さらには買物や飲食や観光などがカバーできます。これはざっくり深川、滝川、

旭川、代表的な高校をメインに表を作ってみました。授業、部活動、塾の時間帯は、

ほぼ道立高校ですので同じ時間帯で、ただ立地が深川であったり、滝川であったり、

旭川であったりという差が違うだけであって、それでは、それぞれ沼田町から通う生

徒は、どのような時間帯に沼田町から出ていき、沼田町へ戻ってくるのが必要なの

か、私の考えでは、ざっくりそれぞれ朝７時、夕方５時、そしてまた部活動をされる
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生徒に関しては夕方８時、そして塾をさらにされる方には夕方、夜の１０時、この４

便をそれぞれ往復で沼田町とそれぞれの町で必要じゃないかなと私は考えています。

まず、教育長に教えていただきたいんですが、高校生に必要な移動の時間はこれで十

分なのか、細かく言えば、例えば試験のときとか、卒業式など文化祭などのときには、

確かに午後２時とかがあるかもしれませんが、そこは、やはりある程度弾力性を持っ

て、少なくともこれぐらいは必要だよということを教育長のほうで把握されている

のか、私のこの表が間違っているのか、その御指導を一ついただきたいと思います。

町長に関しましては、まさしく代替交通の質問なんですが、この時間帯のことが、も

う既にあと１年間ということで、時間帯で準備ができているのか、もしくは、この準

備はいつまでに整うのか、そのスケジュールを一つ教えていただきたいと思います。

２つ目の質問です。２つ目の資料を見ていただきたいんですが、今回の２０２５年の

予算を見させていただいたところ、ふるさと資料館の解体事業に１億２，０００万円

が計上されています。この１億２，０００万ということは、つまりこのスペースをさ

らに沼田町はどうなるのか、また裏返しを言えば、ふるさと資料館がなぜ必要だった

のかというような課題も教育委員会の所管の現場でもあると思います。そこで、まず

は教育長に質問です。社会教育の施設が管理や運営の犠牲になった印象も我々町民

は実は持っています。では、跡地の利用の議論も並行して行われたのか、１億２，０

００万かけることに関して、ただなくなるんではなくて、将来を展望して、まさしく

選ばれる沼田町になるために有効的な１億２，０００万であるのかどうなのか、その

跡地利用の議論もされたのかということを、所管の責任者である教育長に教えてい

ただきたいと思います。町長に関しては、これは以前から検討もあった跡地を高規格

道路の入り口に新設に結びつける、この資料でいけば赤い部分なんですが、ただいま

高規格道路の入り口は、沼田町は北竜のほうにしかございませんが、これを新しい高

規格道路をパークゴルフ場に隣接したところから、現在のふるさと資料館の解体し

たところを通せば、まっすぐ藤間さんの家の横を通っていけば、道の駅が旧井原水産

跡地周辺にできるのではないか、この議論も過去にさせていただいたところもあり

ますし、町長自身も、長年、職員時代から道の駅について見識のある発言を何度もさ

れてきたので、私もそれを聞いてきた経験もあります。まさしく、今、今回このスペ

ースがなくなった段階におきまして、町長は跡地と高規格道路の入り口の新設と国

道２７５号線への道の駅の新設に結びつける道路にするというお考えに対してどの

ような印象を持ってられているのか、そして、さらにこれも以前から議論のあるとこ

ろなんですが、高速バスの停留場を含めて、沼田町民が歩いて行ける場所、「あるく

らす」というキャッチフレーズで、我々町民はコンパクトエコタウンに進まさせても

らっているわけですが、歩いていける距離の場所に、高速バスの停留場があったほう

がいいんじゃないかという議論もかなり前からあります。今まではなかなかＪＲが
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あるときにはＪＲの廃線運動に結びついてしまうので、なかなかＪＲに刺激を与え

ないようにということで、アンタッチャブルな部分もありましたが、ＪＲがなくなる

からこそ、国へ提案ができる環境が整ったのではないかと思います。この点につい

て、ふるさと資料館の跡地に１億２，０００万が計上される、これが未来に投資する

お金になるために、町長はどのように考えているのかということを、そのような視線

から一つ伺いたいと思います。３つ目の質問です。冒頭に、沼田町は地政学的に不利

な位置にあるという話もさせてもらいましたが、地政学的に不利かどうかというの

は、戦略によって好転しますよというようなことを根拠に質問をさせていただきま

す。留萌、増毛と旭川を結びつけるのは、これは沼田町だけではないかと、北竜、雨

竜、妹背牛、秩父別、深川はそのような位置にはないと。では、そのときに、沼田町

はほかの近隣の町から人を呼び込んで、事業の投資に効果的になっているのかとい

うことの視点から質問します。この表を見ていただくと簡単に分かると思うんです

が、２０２３年の観光入り込み客数なんですが、留萌、増毛はそれなりに対前年比、

コロナ以降、観光客が増えていますが、沼田町はちょっと漸減といいますか、横なん

ですが、旭川もコロナ以降、動物園や旭川ラーメンその他でお客さんが増えていま

す。この間を沼田町が湯内峠を隣に持っているという利点から、地政学的に有効では

ないかと。右側に示したのは、空知振興局の観光上位３位の理由の分析なんですが、

空知管内で、観光客の１位、２位、３位は長沼、砂川、芦別だそうです。それぞれの

理由が道の駅のリニューアル、冬の直売場イベント、オアシスパークのイベント、各

菓子店舗の通年への増加、スポーツイベント、道の駅とホテル客の増加ということ

で、こういったことを全くマネすれとは申しませんが、地政学的に沼田町が有利にな

るようなふうに投資をすることは、町民にとっても、そして選ばれる沼田町にとって

も非常によいことじゃないかと思っています。それでは、直近に沼田町がどういった

インフラ整備をしたかといいますと、そこで教育長に教えていただきたいんですが、

高穂スキー場、このたび投資をさせていただきまして数年たちました。この投資によ

って、留萌などの利用者が増えたのか増えなかったのか、その理由はどのような事業

が効果的だったのかということについて、高穂スキー場を一つの例として教えてい

ただきたいと思います。そして町長には、留萌、増毛、旭川と結びつける沼田町は、

やはり高規格道路を活用するということが一つの大きなポイントだと思います。稚

内や留萌のほうからやってくる大型のトレーラーや観光客の方が旭川に抜けていく

ときには、深川まで行かないで沼田町のインターで降りて、国道２７５号線を通って

高穂の前を通って、多度志を通って、湯内峠を通って旭川に行くという大きな流れが

出来上がっていると思います。そのときに、高規格道路で沼田町に降りたときに、そ

こで運転手さんのお金がセイコーマートだけに落ちないで、沼田町の商店や食堂や、

そして我々の公共施設に活用してもらうような仕掛けが必要ではないかと思います
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が、留萌、旭川のハブとして、沼田町が効果的に高規格道路を使うことに対しての町

長のお考えを教えていただきたいと思います。以上、よろしくお願いします。 

○議長（小峯聡議長）教育長。 

○教育長（三浦剛教育長）それでは、私のほうから答弁させていただきます。まず、

高校生に必要な移動時間は御提示いただいた資料１で十分かという御質問に関して

です。ＪＲの代替交通につきましては、ＪＲ北海道や沿線自治体をはじめとする関係

者で構成しますＪＲ留萌本線沿線自治体北空知実務者会議にて協議を継続している

と聞いております。その中で、御質問の中にあります高校生の通学、そして、学校か

ら帰宅する時間帯も考慮したバスの運行本数や時間帯などについても、協議されて

いるというふうに認識しております。御提示いただいた資料１につきましては、高校

生の利用を考えた場合に必要となる時間を示されたものと理解しております。現在、

検討している中では、朝については、現在のＪＲが運行している時間帯に対応した便

数、そして、深川から沼田に帰ってくる便につきましても、授業や部活動といったこ

とも考慮した中で協議を進められているというふうにお聞きしております。今、頂い

た資料で十分かということになりますと、今の段階では判断ではなかなか難しいと

ころかと思いますが、今、全国的にも運転手不足や乗客の減少という厳しい運送業に

関する状況もありますが、できる限りの交渉をしているということで、この便数を整

理していきたいと考えておりますので、その点、御理解いただければというふうに思

います。（発言する者あり）そうですね、１回でいきますね。（発言する者あり）全部

行きますか。そうしましたら、２番の社会教育施設がというところのくだりの質問に

ついてであります。ふるさと資料館の跡地の利用の関係です。ふるさと資料館の跡地

利用につきましては、駐車場や堆積場などとして経過してきた経過もあるところで

ありますけども、まだ具体的な検討には至っていないところでありますので、今後、

あるくらす地区や駅周辺の整備について検討していく段階の中で、協議をしてまい

りたいというふうに考えております。それから、３番の高穂スキー場の投資の件で、

留萌などの利用者が増えたかどうかという御質問に関してですが、今年度の状況も

含めまして答弁させていただきたいと思いますけども、本年度のスキー場の輸送人

数は、延べで約１１万人と、もう既に営業終了しておりますので、超えたという状況

でなっております。昨年度とリニューアルした令和４年度の人数を大きく超えてい

る状況になりました。町外からの利用につきましては、学校のスキー授業が、リニュ

ーアル後４校増加しております。これは留萌の小学校が３校、雨竜から１校でありま

す。そういう状況でありまして、また、定期的な利用としまして、留萌のジュニアス

キー少年団が週２回、火曜日と木曜日のナイター利用をしていただいております。ま

た、町内と町外を別にしたチケット販売をしておりませんので、利用者数の集計とい

うのは、町内外の把握というのは難しい状況なんですが、長期的なシーズン券ですと
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か、ナイターシーズン券、１か月券などは、申請書といいますか申込書を頂いており

ますので、その中で判断した中では、町外の利用者が７割程度であります。実際の利

用状況を見ますと、さらに８割から９割が、今、これは従業員の印象ですけども、町

外の利用というふうに見込んでおりまして、町外利用者は、以前に比べては増加して

いるというふうに考えております。町外の利用客の増加については、ロッジ、リフト

のリニューアル効果が大きいと思いますが、本町が留萌管内のスキー場と比較して、

リフトの料金が比較的安いということ、それから、距離的にも留萌市から近いという

理由から、増加に至ったのかなというふうに感じているところであります。今後であ

りますけども、町外からの利用者の増加に伴いまして、町内の主要施設、ほろしん温

泉や各種イベント等の行事のＰＲ等も、関係機関との連携によりまして、連携を取っ

て図っていきまして、関係人口の増加を目指して、また、今、ロッジのほうでも何点

か展示販売等もさせていただいておりますけども、特産品のＰＲ販売等も行いなが

ら、町外の利用者に沼田の魅力が伝わるよう、ＰＲにつなげてまいりたいというふう

に考えております。私からは以上であります。 

○町長（横山茂町長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）では、私のほうから３点について御報告をしたいと思います。

まず、１点目の代替交通の準備に関してでありますが、代替交通の大まかな内容につ

いては、ほぼ固まりつつあります。現在、空知中央バスが運行しています沼田線につ

いては、現状の時間と便数で継続をしていただく見込みであります。それから、ＪＲ

が廃線となることによって空白となる朝の便、それから、夕方から夜にかけての便に

つきましては、その代替として、道北バスが新たに運行していただくことで調整をし

ており、また、現状において、明日萌観光バスに運行いただいている朝の７時台の１

便については、引き続き、明日萌観光バスで運行していただけるということでお話を

伺っております。また、便数や運行時間につきましては、先ほど教育長の答弁にもあ

りましたが、高校生の利用を十分考慮した中で、できる限りの便数を確保するための

協議を行ってまいりました。これまでの協議の経過、あるいは検討の状況について

は、ふるさと創造懇談会や中学生の保護者を対象とした説明会を実施するなどして、

適宜お知らせしてまいりましたが、現在の状況としては、まだ確定ではありません

が、平日で１９便での運行を確保するという内容で固まりつつあるところです。な

お、その他、バスの運行時間や停留所の箇所、定期券の運用などの細かな詳細につい

ては、現在も詰めている段階でありますので、なるべく近日中に、町民の皆様にその

内容についてお知らせできればというふうに考えておりますので、御理解をいただ

ければと存じます。それから、２点目についてでありますが、道の駅とそこにつなが

る道路の場所については、まさにコンパクトエコタウン構想の中核となる部分であ
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りますし、今後のまちづくりを進めていく中で、非常に重要な場所であるというふう

に認識をしております。したがって、今後のまちづくりを進める上で、この地区にど

のように活用していくべきなのか、さらに、ＪＲ廃線後の駅前周辺施設の在り方とい

ったことも踏まえた中で、連携した検討が必要であるというふうに思いますし、御提

案のある道の駅やそこにつながる道路といったものの整備には、当然ながら膨大な

費用が必要となってまいりますので、そうしたことも踏まえた中で検討しなければ

いけないというふうに考えています。また、高速バスの停留場につきましては、これ

までも国に対して設置の要望を行っておりまして、町民の利便性の向上に向けて、今

後においても粘り強く、その設置について要請してまいりたいというふうに考えて

います。ただ、議員が示す高規格道路に新たなＩＣ、スマートＩＣ的なものと思いま

すが、この設置に関しては、そもそもカーブ周辺への設置は難しく、接続する道路管

理者が整備をしなければいけないなどの要件があり、さらには、バスストップに関し

ても、この場所はカーブ周辺のため、設置が進むこととなったとした場合において

も、場所としては直線部分になるものと思われますので、御理解をいただきたいとい

うふうに思います。それから３点目であります。留萌と旭川のハブで活性化とありま

すが、こうしたことも、沼田町に人を呼び込むには沼田町に魅力を感じてもらうこと

が必要でありますので、現在まさに進めておりますトマト羊やクラフトビールとい

った素材を含めた良質な食材を活用した食により誘客を図り、飲食店などを回遊で

きるような仕組みや幌新地区の魅力発信などを積極的に行うことによって、沼田町

に人を呼び込む、いわゆる関係交流人口の増加を図ってまいりたいというふうに考

えておりますので、御理解をいただきたいと存じます。以上です。 

○４番（久保元宏議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。久保議員。 

○４番（久保元宏議員）それではありがとうございます。教育長からおっしゃってい

た北空知ＪＲ留萌本線問題検討会議、これは２０１７年の１月３１日に設置されて、

翌年からは留萌も参加されているということなんですけど、ここの会議の議事録も

今回一通りぱっと読み返させてもらったんですけれど、既にこの段階でも、ほかの町

には問題はないけれど沼田町には問題があるということが明記。 

○議長（小峯聡議長）久保議員、マイク。 

○４番（久保元宏議員）失礼しました。北空知ＪＲ留萌本線検討会議、８年前から２

０１７年の１月３１日に設置されたときの議事録に書かれていたことは、おおむね

沼田町の問題がかなり書かれていて、ほかの町の方も沼田町の心配をされていまし

た。ということは、留萌線問題というのは、実は沼田町問題ではないかということが

ずっと議論されていて、つまり沼田町ではない町から考えてみたら、沼田町ほど熱く

議論されなかったので、そこが町長も寂しい思いをされたことではなかったのかな
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と思います。そのときに語られた沼田町ならではの当初からの代替交通の問題とい

うのは、ほかの町にはないけど、沼田町の場合は旭川、滝川、深川市に通学や通院さ

れる方が主だと。現行のバス運行経路と時間のダイヤだけではなくて、早朝や夕方以

降の運行が必要だと。そして、空知中央バスでは運転手の不足などにより、通学など

時間帯に運行することが困難であるために、通学や通院の時間帯においては、別の空

知中央バス以外の運行業者による代替措置も講じられる必要があることから、事業

者の設定などの検討を進めているところということは、この８年間、町長も参加され

た議論では何回もこれをされていて、まさしく町長の説明の中には、道北バス、明日

萌観光バスの組合せということで、なるほどなということで伺っていたところです。

そこで、改めて３つの質問に関して、それぞれ質問させていただきたいと思います。

教育長に関しましては、沼田町がほかの市町村と比較して、教育や社会のインフラな

どの不足が原因で児童や生徒がほかの町に流出していく可能性ということもあると

思うんです。なかなかの人口の流出となると、所管が違うというようなことになると

思うんですが、子供たちが沼田町の学校を使いたい、沼田町の学校に通いたい、生徒

児童が流出しないような可能性を過去に議論されてきたのか、我々、私も保護者のと

きもあったんですが、ＪＲ深川駅とか滝川駅とかＪＲ旭川駅などに行くと、待合室で

参考書を開いているのはほとんどの沼田の子供が多いんです、ほかの子供より。それ

は通勤の移動時間が沼田の子供は、特に滝川はかなり長いので、ほかの子はあっとい

う間に家に着くけれど、沼田の子だけはそれぞれの駅で勉強しているという姿をよ

く見ます。そんな頑張る沼田の子たちが流出しないための対策、もちろんそのために

代替交通がそうなんですが、そのようなことを過去に教育委員会で議論されたこと

があれば、御紹介いただきたいと思います。町長に関しましては、中学校の保護者を

対象とした説明会をされたということを午前中の施政方針の中で語られていました

ので、その段階で、保護者は町長の説明で満足をされたのか、また、そのときにどの

ような意見が出て、それを今後事業のアップデートにどのように生かされたのか、そ

のことについて教えていただきたいと思います。先ほどの町長の説明で定期券の話

を聞いて、なるほどなと思ったのは、複数の事業者が参加されることになると、定期

券もある程度互換性が必要となると、やはり沼田の子供たち専用の、中央バスでも使

えるし道北バスでも使えるし、明日萌さんでも使えるみたいな、そういった一貫性の

ある定期券、互換性のある定期券が沼田町ならではのスピカのようなものが必要に

なってくるような印象も、聞いていてうかがえました。実際に御苦労されている保護

者に対しての説明会を既にされた町長だからこそ、そこで得た保護者の言葉を御紹

介いただいて、それをどのように事業にアップデートされたのかということを、この

１番の質問に関して、さるとおりで教えていただきたいと思います。２番目の質問に

関しましては、まちづくりの戦略と公共インフラの整合性が薄いんじゃないかなと
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いうことから質問させてもらったんですが、このふるさと資料館の位置というのは、

教育長の所管の施設がたくさんありますよね。町民会館があったりとか、パークゴル

フ場があったりとか、西にはえがおがあったりとか、このエリアの結びつきを今まで

どのように行ってきたのかということを教えていただきたいと思います。町長は、こ

の沼田町民が沼田町から転出していかないために高速バスの先ほどカーブのところ

は厳しいというお話だったんですが、恐らくあるくらすというのは、旧中学校のグラ

ウンドだけではなくて、広域で皆さん考えていらっしゃるようなので、私のイメージ

では、役場から真っすぐ南に行ったところのカホさんの角のあの辺りから町長はカ

ーブだとおっしゃるパークゴルフ場、渡部建設の辺りぐらいまでのあのラインの中

にどこか新しい出入り口ができたらいいんではないかと、カーブがもし厳しいので

あれば、なるべく限りなくカーブを避けた真っすぐのところで、そこに今回空きとな

るふるさと資料館を接続して、沼田町全体の活性化、道の駅、その他の投資は町長お

っしゃるように、確かに高額のお金がかかりますが、まず優先順位から考えていった

ら、より便利な乗降口の設置の議論が必要だと思うんですが、その議論を高速バスの

事業者ないし国と、この議論は過去にされたことがあるのかなかったのか、今後のお

考えも含めて、その点について教えていただきたいと思います。最後に、観光につい

ても教育長、町長それぞれ教えてくれてありがとうございます。高穂スキー場を造る

ときにも我々も議論させてもらったし、いろいろ悩んだんですが、非常にいい結果が

出ているということで、うれしく聞いております。つまり効果的な投資をすることに

よって、沼田町が交流人口が増える、効果的な投資をしないことに関しては、せっか

く造ったふるさと資料館でも潰さなきゃいけないということだと思うんです。つま

り高穂スキー場での成功体験を、経費をかけて整備をするために、例えばふるさと資

料館とかはこれは新しくなるのかな。新ふるさと資料館といってよろしいのか、パー

クゴルフ場が利用者が減ってきたと午前中、教育長がおっしゃっていましたけれど、

または図書館、さらに言えばＢ＆Ｇプールとか野球場、西町の宿泊施設とか町民体育

館とか、事業で言えばマラニックとか、明日萌ウォーキングなど、厳しくなっている

事業や施設もあるかもしれないけれど、投資の仕方によっては成功していると。高穂

スキー場の成功体験によって、選ばれる沼田町にしていくための努力はどのように

されてきたのか、するのかということを観光に関して教えていただきたいと思いま

す。町長に関しては、先ほどの真っすぐのところでなければ云々という話であれば、

役場下からパークゴルフ場の間でどのように観光に対して生かしていくのか、重な

りますが、２番目と３番目が合体したような質問をさせていただきたいと思います。 

○教育長（三浦剛教育長）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。教育長。 

○教育長（三浦剛教育長）非常に難しい質問なんですが、まず最初に、沼田から流出
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しないための議論というところです。今、沼田町には高校がないので、子供たちの目

線でいきますと、今回の御質問の中にもございましたが、町外の高校に通うために、

町民に不利益にならないようにするためにはどうすべきなのかというようなことに

関して、教育委員会、教育委員も含めて協議をした中で、今回の、今、町長からの答

弁がございましたけども、代替交通の整備の方向で、今、整理をしているということ

で、少しでも不利益がならないような議論は、意見交換レベルではありますけども、

話をさせていただいたところです。ただ、もう一つは、やはり交通だけじゃなくて、

それまでのこれからも含めてなんですけども、沼田における沼田独特の教育スタイ

ル、この辺をよりブラッシュアップしていくことが、沼田が選んでもらえる一つの理

由になるのかなと考えております。今回、新年度予算の提案の中でも、新たな施策と

していくつか上げさせていただいておりますが、そういった面も含めて、沼田の子供

たちが沼田に住んでよかったと感じてもらえるような施策を展開していけるように、

考えていきたいというふうに感じているところであります。それから、公共施設エリ

アの結びつきの関係でありますが、多くは昭和５０年代かと思いますが、エリアの公

共施設、夜高会館をはじめふるさと資料館、町民会館、野球場等も整備されてきたか

と思います。そういった当時のまちづくりのゾーニングに向けて、各施設整備されて

きているかと思います。今、午前中の教育行政執行方針で申し上げましたが、パーク

ゴルフ場などは愛好者が減ってきているところもありますので、そういった中で利

用者が減っている状況があります。それは時代の流れの中で、どうしても愛好者の流

れというのはあると思うんです。それを時代のニーズに沿った中で、公共施設整備を

どう整備していくかということを町長部局とも相談しながら、考えていければなと

いうふうに思っております。それから、ちょっと答弁になるか分かりませんが、高穂

スキー場における交流人口の増、これも私たち正直、当初、町外の利用者がここまで

増えるということは想定しておりませんでした。そういった中で、沼田町が選ばれた

というのは、一つには新たな施設整備をし直したということもありますけども、お客

さんのニーズに恐らくマッチしたんだと思います。ロッジの整備の中でよく聞くの

が、ゲレンデが一望できるロッジ、子供たちが滑っていても親は安心して見ていられ

る、それから、スキー場の運営に関しても、スタッフの意見等も聞きながら、ナイタ

ー時間を延ばしました。以前は８時半までだったんですが、これを９時までの営業と

いうことで３０分延ばしたことによって、留萌や深川の利用者も十分平日でも利用

できる範囲になった。それが恐らく留萌のスキーの少年団が沼田を選んだ理由の一

つにもあるのかなというふうに感じております。そういった中で、町外の利用者にも

ニーズに沿った運営ができれば呼び込むことができるんだろうなというふうに感じ

ておりますので、そういった形で、少しでも教育施設なども、町外から人が利用でき

るような体制に少しでも近づけるような形で努めていきたいなというふうに考えて
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おります。以上です。 

○町長（横山茂町長）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）私のほうから先ほどの追加の質問についてお答えをしたいと思

いますが、まず、保護者への説明の御意見です。具体的には御意見はありませんでし

た。というのは、あくまでも検討経過の説明でありまして、具体的にお示しできるも

のがなかったという点がそういう理由になったかと思いますが、その中で、私は別に

直接保護者の方から聞いた意見は、やはりバスに転換した後、極力短い運行で接続を

してほしいというそういう意見と、それから通学の定期代は現状に近い形で対応し

てほしいという意見は直接聞きました。その中で、中学生の方々がこれからバスによ

って通学をすることを視野に入れて、バスに乗ったことがないという方々が大半で

ありますので、バスの乗り方教室というものも、空知中央バスの御協力をいただいて

取り組んでいる次第でありますので、今後もそれは続けていきたいというふうに思

っています。それから、インターの新たな開設場所ということで、我々もいわゆる高

速バスのバス停を絡めて、いかにして我が町の町民が利用できる形を取れるかとい

うことで国ともいろいろと協議をしております。ただ、今、久保議員が言われている

この区間は、いわゆる高架橋というか高架の区域になりまして、そこに設置すること

はほぼ不可能だというふうに思われます。ですので、逆に言えば、雨竜川を過ぎた深

川寄り側か、役場から下りて交差したところから五ヶ山側、その直線において開設が

できないものかと、今、そんなこともひっくるめて協議をした経緯はあります。ただ、

いずれにしても新たなスマートインター的な場所の設置については、いわゆる国等

で開設をする費用は手だてできない、あくまでも道路管理者、いわゆる接続する道路

の管理者が開設をしなければいけないというそういう制約があるみたいであります。

ですので、我々としては高速バスのバス停を開設する場所をいろいろと模索をした

中で、この役場下からの交差する下部分から沼田インター側に開設をしてもらえな

いかということで、現状は今要請をしている段階であります。以上です。 

○４番（久保元宏議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。久保議員。 

○４番（久保元宏議員）それぞれありがとうございます。いろいろ議論させていただ

いたところなんですけれど、やはりＪＲ廃止後の対策の事業というのは、それぞれ必

要だとお２人ともお考えでしょうし、そこは我々町民とも共通していることだと思

います。冒頭に今回質問を申し上げた理由が、スケジュールと優先順位と町民ニーズ

ということで、お２人ともスケジュール、優先順位、町民ニーズに沿っていろいろ御

苦労されているなということは私も十分分かりました。最後に１つずつ、教育長と町

長に教えていただきたいと思うんですが、町長のほうから保護者との打合せもされ
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たということなんですが、やはりここはより近い立場にある教育委員会のほうから、

保護者と１回説明会ないし、結論が出ているのだったら報告会でも構わないんです

が、あと１年後に、例えばある程度お金をためて新築をしようかなと悩んでいる方

が、このままでは沼田町には新築しないで深川に家を建てようかな、妹背牛に家を建

てようかなというぐらいの勢いが、恐らく今年、来年から一気に出てくる可能性があ

ると思います。どこかのタイミングでまずは聞き取り調査をされて、そして説明をす

る必要があると思うんですが、教育長のほうでは、保護者に寄り添ったそのような会

の準備があるのかないのか、そこを最後の質問に聞きたいと思います。町長からなか

なか厳しいということも伺いましたが、ただ、やはりここは集中とスケジュールと町

民ニーズ、これはやはり高速バスは割と一刻を争う案件の一つじゃないかなと、町長

の話を聞けば聞くほど感じました。ふるさと納税その他で、また農家の方の努力であ

る程度財源があるのであれば、町民に喜ばれるところに集中的に投資してもよいの

ではないか、それが、なるべく五ヶ山よりも役場に近い位置にあったほうが、出入り

口があって高速バスもあったほうがいいんじゃないか、その方向で町長のリーダー

シップをぜひ見てみたいなと思っています。町長の話を聞いていて思ったのは、北空

知の高速バスは、高速いわみざわ号や、るもい号などがありますけれど、るもい号は

秩父別と北竜に止まります。雨竜には、高速バスはさらには雨竜町は市街と追分、北

竜町は役場と碧水、かなりきめ細やく便利に止まるけれど、沼田町は完璧にスルーさ

れています。妹背牛町にはＪＲ函館本線があります。結果的に、沼田町が最も選ばれ

ない町になる可能性が高い危険性を持っています。これ１年後になるということな

んですよね。いろいろ御苦労されていると思うんですけれど、１年以内に設置すると

いうのはかなり乱暴な意見かもしれませんが、やはり児童生徒のための通学、塾を含

めてのインフラの整備等を含めて、高規格道路、歩いていけるところ、おじいちゃん、

おばあちゃんが長靴履いて冬道でも転ばないでバスに乗れる位置、沼田の方が遠出

をするときに、さくっと高速に乗れる入り口、ここら辺が必要だなと私は考えていま

すが、まさしくこれは予算の集中的な使い方、優先順位の議論だと思うんですが、町

長は高規格道路の活用を具体的にどのように考えいらっしゃるのか、重ねての質問

ですが、最後に１つずつ教えてもらいたいと思います。 

○議長（小峯聡議長）はい。教育長。 

○教育長（三浦剛教育長）保護者等に向けた聞き取り調査の関係だったと、ですよね。

前回たしか１２月だったと思うんですが、産業創出課と一緒に第１回目の保護者の

説明のときには同席させていただきました。次により具体的な代替交通の内容の提

示の際に、また産業創出課のほうとも調整を図りながら、そういう意見聴取の場に参

加していきたいというふうに思いますので、御理解いただければと思います。 

○町長（横山茂町長）はい。議長。 
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○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）御質問が何か明確でなかったような気がしますが、バスストッ

プを町費を入れてでも整備すべきかというそんな感じですか。国と調整をした中で、

少なからず本当に概略で数十億もバスストップを整備するだけでもかかるというふ

うな見込みであります。ですので、そんな簡単なものではないという状況であります

ので、ただ私も、やはりこの必要性は十二分考えて行動しているつもりでありますの

で、何としてでも開設できるような形で、これからも頑張って対応していきたいとい

うふうに思います。以上です。 

○４番（久保元宏議員）終わります。 

 

○議長（小峯聡議長）続いて、議席番号９番、上野議員。幼児・児童・生徒の外国語

能力の向上について質問してください。 

○９番（上野敏夫議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。上野議員。 

○９番（上野敏夫議員）９番、上野敏夫です。沼田の子供、幼児・児童・生徒の外国

語、英語です、中心に。能力の向上について教育長にお伺いしたいと思います。沼田

町は昨年、カナダポートハーディとの姉妹提携３０周年を迎えたことであります。そ

の中で数多くの沼田の中高生がカナダを訪問し、町内では訪問団の受入れに伴う相

互交流が盛んに行われていました。一方、２０２３年３月に策定された第２期沼田町

総合教育計画において、下記の記載があります。今後の展開において、その中で、今

後の展開において、広い視野を持ち地域を愛する心の育成、国際舞台において先導的

に活躍できる人材の養成とグローバル人材育成の機運を醸成するとあります。また、

今日の教育長の行政執行方針の中で、生きた英語力、使える英会話、本当に大事なこ

とを書いてあります。このことについて、教育長は沼田町の具体的に外国語能力の向

上とグローバル人間の育成にどのような施策を展開する計画なのか、教育長にまず

お聞かせ願います。その中で、まず（１）と書いてありますけど、沼田の生まれた子

供、ほとんどが沼田の認定こども園、小中学校の英語教育、英会話に触れる時間数の

実態、これは、私、この実態を教えていただけますと、この道新に載っているやつも

後で数字を申し上げますけど、本当に子供にとって必要な英語の関わる時間数、これ

は教育長、どのように考えているのか、今、実態をまずお聞かせください。それと、

過去５年間の中学卒業段階での英検３級に合格した割合の推移、これは、中学生は３

級だけど、小学生も準２級とかというそういう検討もありますよね、その中で、沼田

の場合の、今、英検３級に合格した割合を計画の中で出ていますので、その割合を教

えていただきたい。それと、小学校の英語の授業もスタートしていますが、沼田町と

して乳幼児から英会話に触れる機会をさらに増やすべきと思います。また、沼田町独
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自の継続的な英語教育の推進方策が考えられませんかという、というのは、今、ＡＬ

Ｔがデイビットさんというのが１人おられますけど、それでいいのか。それと、各近

隣町村の中では、たまたま外国人がその町にたくさんおられて、外国人を使った中

で、その町は町民、学生、子供たちとすごく会話した中で、優秀な働き手の人も町で

英語、語学力を高めるとやっている町も、本当に近くの町でやっております。そんな

ことで、こういった触れる機会を増やしてほしい。それと、小学生、高校生、本当に

海外に行って英語と触れる機会、会話する機会、これすごく大事だと思います。この

研修を充実させ、中学校卒業時点で英検３級を取れば、ある程度会話ができるかなと

思いますので、そのことも考えて、沼田の子供が海外へ行っていろんなことを学んで

これるような、別にカナダだけではなくて、近場の台湾とかどこか近場に子供たちを

全員行かせてあげて、やっぱり英検３級を取って、そうやって海外に行くことによっ

て世界的に活躍できる子供が沼田町から出るという考えも思いますので、教育長、本

当の英語教育の力の入れ方について、教育長にまずお聞かせください。 

○議長（小峯聡議長）はい。教育長。 

○教育長（三浦剛教育長）それでは、今ほど上野議員からもありましたが、昨年は沼

田町とポートハーディ姉妹都市締結３０周年ということで、記念すべき年でありま

して、これからの両町の末永い交流を実践していく上でも、グローバル人材の育成と

いうのは必要であるというふうに私も同じ思いで感じております。まず初めに、（１）

の質問と言ってよろしいですか。英語教育の時間数の実態であります。今現在、沼田

認定こども園でも英語に触れる時間というのを設けています。５歳児学級、４歳児学

級において月に１回、英語スクールを実施しているところであります。なお、令和６

年度につきましては、１０月まで計７回実施させていただいております。夏休みと冬

休みには全園児を対象に、学校のＡＬＴによる英語スクールを各２回ずつ、計４回実

施させていただいております。次に、小学校ですが、ＡＬＴによります水曜日と金曜

日に、ＡＬＴが２０分の朝学習の時間に英会話授業を行っております。このことによ

りまして英語に親しむ環境ができておりまして、昨年のポートハーディ交流事業で

は、訪問団が小学校に訪れた際に、児童生徒の多くが率先してコミュニケーションを

取りに行く姿が見えたというところであります。実績ベースで申し上げますと、令和

６年度はまだ終わっておりませんので、５年度の数字でありますけれども、年間、朝

学習に入ったのが８３日です。活動、そしてもう既に英語の授業というのは小学校で

も実施しておりますが、英会話の授業という形で、小学校１、２年生、これは学習指

導要領にない沼田独自で行っている１、２年生の授業、これを年間１５コマ、１５時

間というイメージでよろしいかと思いますが、３、４年生が３５コマ、これはもう授

業です。５年生、６年生が７０コマとなっております。次に、中学校ですが、月曜日

と火曜日と木曜日に、英語の授業に、これもＡＬＴがＴ２といいますか、英語教諭の
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サポートに入るような形で入っています。実績ベースで令和５年度、この日数が１２

８日。これ１年生から３年生まで合わせてです。１年生、各学年正規の授業が年間１

４０時間あります。なので、大体３回に１回ぐらいはＡＬＴが入っているような計算

なのかと思います。続きまして、次の質問の英検３級の合格者数の関係です。その年

によってばらついておりますので、ちょっとトータル５か年で申し上げさせていた

だきたいと思うんですが、受験したのが５年間で５０名で合格が３９名、合格率で７

８％です。次に、中には惜しくも合格に至らなかった生徒もおります。学校において

検定の取組を進める目的としまして、中長期的な目標に向かって継続的に学ぶ体験

については、３級合格後に準２級の合格を目指して学習している生徒が見られたり、

あるいは、合格に至らなくても３級の合格を目指すなど、この検定が生徒の学習モチ

ベーションによい影響を与えているというふうに感じでおります。次の質問で、沼田

独自の系統的な英語教育の推進ということで、学校での英語教育につきましては、沼

田学園での９年間の学びを体系的に身につけられるよう、系統表を作成させていた

だきまして、教員各位に指導いただいているところです。先ほどもちょっと申し上げ

ましたが、乳幼児等にはこの全体の系統表には入っておりませんが、こども園でも英

語に触れ合う環境を設けているところでありまして、早いうちから英語の学びにつ

ながるよう取組を進めているところであります。現在、こども園、それから小中学校

全ての英語に、今現在、学校のＡＬＴとして勤務いただいておりますデイビット先生

に関わっていただいております。ネイティブスピーカーでありますデイビット先生

との幼少期からの長いつながりというのは、沼田町における一つの独自性だという

ふうに感じております。今後も英語に親しむことができるように、教育環境の維持発

展に努めていきたいと考えております。最後の質問です。令和５年度のポートハーデ

ィ派遣事業では、数年にわたる事業中止期間を鑑み、高校生まで対象を広げたとこ

ろ、高校生はやはり確立された基礎力をお持ちで、より深い学びにつながったという

ふうに感じております。今後も高校生までを対象にすることも視野に含めまして、検

討させていただきたいと思います。また、英検につきましては、生徒がそれぞれ自身

の目標に合った挑戦の機会となるように、学習に関心や目的を持ちまして、子供が主

体的に楽しく学んで挑戦できるように、引き続き構築していきたいというふうに考

えております。一方で、海外で新たな語学研修の機会を設けることにつきましては、

教育委員会として、学校として児童生徒を派遣するということは、今現在の学校の授

業実数や教育課程の兼ね合いから、少し実施は難しいかなというふうに考えており

ます。ただ、海外に出ずとも、外国指導の専門員を令和７年度から新たに採用しまし

て、社会教育事業の観点からも、英会話教室の実施やオンラインによる海外との交流

などといったこともできないかと検討を進めていきたいというふうに考えておりま

す。先ほども申し上げましたが、グローバル人材の育成は、国際化が進む世界におい
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て必要な教育の一つであります。国際社会をたくましく生きていける人材育成とい

うことで、世界に開かれた沼田町になるよう、今後も努めていきたいというふうに考

えております。以上です。 

○９番（上野敏夫議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。上野議員。 

○９番（上野敏夫議員）今、教育長からお答えいただいた英検３級について、５０名

受けた中のパーセントを知らせていただいたんだけど、沼田の子供が受験したいで

なくて、沼田の中学生が全員受けられるような、受けて３級を目指すというか、そう

いうことを考えたときに、全体的に何名いた中の５０名が受けたのかというのと、そ

れと、教育長は本当に小学生、幼児、本当に月１回とかというこういうデイビットさ

んをいろんなところで活躍していただきながら触れているのは分かりますけど、こ

れ２月１８日の道新なんですけど、やっぱり習得には数千時間の、英語の会話は数千

時間、最低でも３，０００時間ぐらい必要だと。そうでないと、やっぱり英語力の学

習においては、やっぱり開始年齢を早くして、見る、触れる、聞く、このことがすご

く重要であって、やっぱりインプットというか、やっぱり数をそういう環境に入れて

いかないと、教科書を見なさいというのが触れているだけでなくて、もっと多くの時

間を沼田の子供に触れさせてほしい。そして、今、英語のＡＬＴが１人いて、またさ

らに増強する。そうでなくて、もっと沼田町全体で英語を話せる人、例えば地域おこ

し協力隊でもいいですから、何か子供たちが常に英会話と親しめて、それこそ、この

紙面に書いてあります３，０００時間目標、これ、私みたいなものが英語を多少習っ

て覚えても化石化しちゃって本当の言葉というか、英語の基本的なことは覚えてい

ないんですよ。今の子供たちも本物の英会話を間違った記憶をして化石化しないよ

うな教育をしてほしいんです。だから本当に、教育長として、英語の先生をもっと増

やして、もっと接して、そこに教育にお金を使って、子供が世界で活躍できるような

予算を持った中で、どんどん英会話を増やせる町にすれば子育てもすごく発展する

し、それと、この道新の、これも道新なんですけど、２月１７日に、北海道は教育旅

行ということ、教育長知っていますよね。道からの補助金が出る。道や北海道エアポ

ートなどでつくる北海道外国旅行促進事業協議会で、中高生１校当たりですけど５

０万円当たるんです。そのことによって、各自治体は若い世代にパスポートを行政が

取ってあげて、子供たちが自分自ら外国に行きたい、そして、そのパスポートの支援

費用を教育長の権限ないですけど、できたら沼田の子供、少ない子供、パスポート、

小学生は６，０００円でしたか、大人で１万１，０００円か、５年ですけど。１人６，

０００円ぐらいのパスポートを町として教育費として認めてもらうような町になら

ないかなと、その辺の教育長が答える範囲でひとつ、その辺の時間数を、それともっ

とＡＬＴの増員、これについてちょっと教育長の考えがもしかあればお聞かせくだ
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さい。 

○議長（小峯聡議長）はい。教育長。 

○教育長（三浦剛教育長）まず初めに、令和２年度から６年度の３年生の中学生の人

数、先ほど受験者数で申し上げましたが、３年生の人数としましては９８名です。そ

れから、ＡＬＴといいますか英語の人材の増員ということかと思います。今、令和７

年度、今年度、これまでＡＬＴとして小学校と中学校に勤務いただいた、これは民間

の派遣業者に委託しまして、派遣業者から来ていただいていた方なんですけども、そ

の形から、これは直接人材といたしまして、町のほうでの雇用といいますか、活用と

いうことで、より小中学校に限らず、こども園、それから一般の大人、それから学校

の時間だけじゃなくて学校時間外でも英語に触れられるような体制になれるように

人員を確保しました。そういった形で、先生を増やすということも一つかと思います

が、まずはその人材を有効に活用しながら、英語に触れる、今、上野議員がおっしゃ

られた３，０００時間に少しでも近づけられるように、町としても取り組んでまいり

たいというふうに考えております。それから、教育旅行、パスポートの支援というこ

となんですが、今、町で取り組んでいる国際交流の事業につきましては、英語圏とい

いますか、カナダではポートハーディなんですが、人数は今全員を派遣できている状

況にはないところであります。教育での派遣、個人個人それぞれ思いを持って教育旅

行に取り組みたいという方がいらっしゃるかも分からないんですが、今、パスポート

を、これはあれでしょうか、皆さんにという意味ですか。各全児童生徒にこれを配布

する、町費で取得させるということに関しては、ちょっと今のところそこまでの旅行

の事業を提供できる状況ではないので、そこはちょっと将来的な検討ということで、

まずは、子供たちに基礎としての英会話力を身につけさせられるように、町の中でで

きることを取り組んでいきたいというふうに考えておりますので、御理解いただけ

ればと思います。 

○９番（上野敏夫議員）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。上野議員。 

○９番（上野敏夫議員）３回しませんけど、使える英会話よろしくお願いします。以

上で終わります。 

 

○議長（小峯聡議長）続いて、議席番号２番、篠原議員。避難所指定施設への冷房設

置をについて質問してください。 

○２番（篠原暁議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。篠原議員。 

○２番（篠原暁議員）２番、篠原暁です。避難所指定施設への冷房設置をということ

で町長のほうに質問をさせていただきたいと思います。過去、大災害が起こった教訓
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から、沼田町でもこれまでの間、災害備蓄品はじめ、特に段ボールベッドとかパーテ

ーション型のテントなど、そういう災害への備えがどんどん進んでいる状況になっ

ているというふうに理解していますけれども、その一方で、多くの住民が１か所に避

難をした場合、その避難所の住環境にまだまだ不十分な点があるんじゃないかなと

いうことで、それは、実際避難所となる施設に冷房が整備されていないという点につ

いて、今回は質問をさせていただきたいというのが趣旨になっています。この間、小

中学校において、各教室へ冷房の設置が進みまして、授業の中では非常に快適な環境

の中で児童生徒が学習に励んでいるという環境ができていると思うんですけれども、

災害時に避難所となるのは、まさに学校であれば体育館なわけです。この体育館に

は、まだ冷房が設置されていないということのようですので、小中学校の避難所とな

るはずの体育館をはじめとして、その他避難所に該当する施設にも、今、ゆめっくる

は従来から雪冷房、館内全体が冷房されているわけですけど、それを除けば部屋全体

を冷やすという形で、冷房を整備されている施設というのはほかにはないのかなと

いうふうに思っています。ここ最近、数年の間、数十年といいますか、日本で起こっ

てきている災害、特に地震の災害の例を考えてみると、阪神・淡路、それから東日本、

直近の能登半島、北海道では釧路沖などがありましたけども、冬期間に発生する場合

が多かったわけですけども、ただ、災害は忘れた頃にやってくるという名言がありま

すが、必ずしも地震であるからといって、冬に限って起こるわけではありません。夏

場であれば、また豪雨災害などが想定されるわけで、猛暑のときに大勢が集まる事態

を想定すると、やはり避難所の冷房というのはこれからは必要になってくるのでは

ないかなというふうに考えます。そんな中で、文科省のほうで、令和６年度の補正予

算で避難所となる学校体育館への空調整備のための臨時特別交付金というのを創設

していまして、これ資料は文科省の説明資料の中の１ページですけれども、制度につ

いてある程度概略が説明されていますけれども、学校においてはこういうものを、臨

時特別交付金を有効に活用すれば、ある程度早期に冷房の整備というのができるの

ではないかなというふうに思いますけれども、その他の先ほど申し上げたゆめっく

る以外のという意味でのその他の避難所に該当している施設でも、順次、やはり夏場

の災害に備えて冷房を整備していくことが必要なのではないかなというふうに思っ

ていますけれども、その点に関しての町長のお考えをお聞きします。 

○町長（横山茂町長）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）お答えをいたしたいと思いますが、昨今、夏場は北海道であっ

ても真夏日となる、場合によっては町内でも猛暑日となるほど気温が高くなる日も

ありますので、我が町においても暑さ対策の必要性については増してきているとい

うふうに認識はしています。お示しいただいた文科省の６年度の補正予算、我々も注
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目はしているところでありまして、重要な財源であるというふうに認識はしている

ところであります。内部では、小学校の体育館の空調設備を取り付けるとした場合の

検討は進めていたところでありますが、その工事には数千万円の費用が発生すると

いうそんな状況でありますので、通常の空調設備を取り付けるべきなのか、あるいは

小学校でありますと、雪冷房のシステムが一部導入されておりますので、既設の雪冷

房設備の管を体育館まで延長するという手法も取れないわけではないかもしれませ

んので、この点については、より効果の高い、さらには投資額が少ない、そんな形で

検討してみるべきかなというふうに思っています。この補助金は期限が決まってお

りまして、令和１６年度までというふうになっていますので、補助金の視点からする

と、早くに対応すべきかというふうに思いますが、必要性の理解はするものの、十二

分検討した上で考えていきたいというふうに思います。それから、中学校について

は、現在、体育館の整備のための財源調査を含めた検討の最中でありますので、ここ

で大規模な投資についてはちょっと慎重に検討していくべきというふうに考えます。

なお、お示しいただいた交付金は、公立学校施設への補助が対象となるものでありま

すので、その他の避難所施設については財源がございません。ですので、町の防災計

画あるいは財政状況を鑑みながら、必要な検討を行っていくべきかというふうに思

いますが、ただ私は、見方によれば、暑さは正直扇風機でもしのげるけど、寒さはし

のげるものではないので、冬の寒さ対策を重視しながら、総合的に検討を進めていく

べきというふうに認識をしています。以上です。 

○２番（篠原暁議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。篠原議員。 

○２番（篠原暁議員）今、町長おっしゃられたように、この文科省の交付金について

は、ここの資料の中では、令和１５年度というふうに記載されていますけど、大体そ

の辺のところが期限ということで、それまでを目標に実施をしていかないと、ちょっ

と難しいということでは同じように考えていますけども、横のほうにグラフがあっ

たんですけれども、現在、今、令和６年度の段階では、まだ全国的な統計でいうと２

割ぐらいしか、まだ学校においては体育館の冷房が整備されていないという状況が

あって、この交付金を含めて、文科省の考えでは令和１７年までには９５％を目指す

というような形にはなっているようなんですけれども、今、町長がおっしゃったの

は、夏場の猛暑よりも冬の寒さ対策のほうが非常に厳しいということもありました

けれども、寒さ対策については、既にあるもので対応も可能なのかなと、例えば、ポ

ータブルのストーブをたくさん置くということでも対応できるのかなとは思うんで

すけれども、やっぱり体育館の中にびっしりと人が入った場合の状況はなかなか実

例がありませんから、リアルに認識するというのが難しいことはあるのかなとは思

いますけれども、やっぱり相当厳しい環境にはなるんだろうなと。そういうことにな
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らないのが一番いいわけですけれども、本当に猛暑日と災害が重なってしまった場

合には、非常に厳しいことになるのかなと。そういう状況の中では、やっぱり扇風機

ではかなり厳しいのかなと。これは教室に冷房を設置するという議論をしたときに

も、扇風機ではやっぱりほとんど焼け石に水だったということで、エアコンの設置が

進んでいったということもありますから、やはりここは、まずはこの交付金がある小

中学校でも優先して整備していくと、おっしゃるようにその他の施設に関しては有

効な財源が今のところありませんから、なかなか厳しいのかなと思いますけど、むし

ろ活性化センターだとか小さな施設であれば、それは扇風機でも何とかしのげると

いうことは、そんなことを言うと地域の人には大変失礼になるかもしれませんけれ

ども、やっぱり大量に大勢の人数が入るところについては、十分にそれを考慮して検

討していく必要があるのかなというふうに思いますけども、重ねていかがでしょう

か。 

○町長（横山茂町長）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）言われるとおり、体育館に所狭しと町民の方々が避難をしたそ

の環境の中に、３５度も、場合によっては４０度近い温度の中、避難生活をしてくだ

さいというのは、それはなかなか厳しい状況にはあるとは思います。ですので、極力

町の負担が少ない状況の中、どういう形がいいのか、そこは議論した上で検討を進め

ていきたいというふうに思います。 

○２番（篠原暁議員）以上で終わります。 

 

○議長（小峯聡議長）続いて、議席番号５番、三浦議員。町内の活性化につながるト

ナリエ北広島の活用法について質問してください。 

○５番（三浦実希議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。三浦議員。 

○５番（三浦実希議員）５番、三浦実希です。町長に対して、町内の活性化につなが

るトナリエ北広島の活用法としてお伺いしたいと思います。新産業の創出として、ク

ラフトビール醸造所が４月より本格的に稼働します。また、３月１４日からこのクラ

フトビールと沼田のお米や特産品の料理を看板メニューとした沼田町のアンテナシ

ョップ北広島駅直結トナリエ北広島がオープンします。このアンテナショップを本

町の食の魅力発信拠点として軌道に乗せることが最重要で、交流人口、関係人口の拡

大につなげ、また、町内での特産品の販売促進にもつなげたいと町長のお考えを聞か

せていただきました。そこで、トナリエでの数あるテナントの中から沼田町のブース

を選んでいただくための食の魅力や、沼田町に行ってみたいと思わせる観光資源を

含めた石狩沼田ブランドをどのように発信し、またアピールしていくのかをお聞か
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せいただきたいです。また、トナリエからの沼田町内への誘客や日本初の公設民営ク

ラフトビール醸造所の視察、また、国内外の観光客にも対応できることが求められて

おりますけれども、現在、完成したクラフトビール醸造所には、試飲やお土産として

購入できるスペースはありません。この醸造所を見学して、出来たてビールと特産品

の料理を楽しめ、お土産として購入できることで町内の販売促進につながり、また、

交流人口、関係人口の拡大にもつながると思います。町内や近隣町村の方にも利用し

ていただける駅周辺を含めた複合的な活性化拠点が必要と考えます。そこで町長に

伺います。１、トナリエ北広島での沼田の魅力の発信、アピール方法と沼田町内への

誘客への具体策をお聞かせください。２つ、石狩沼田駅周辺を含めた活性化につなが

る複合的拠点の必要性のお考えをお聞かせください。 

○町長（横山茂町長）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）お答えをしたいと思います。まず、１点目のトナリエ北広島で

の沼田の魅力の発信方法と町内誘客への具体策についてですが、このトナリエ北広

島に出店します我が町のブースについては、本町の顔として非常に重要な役割を持

つ沼田町の魅力発信拠点となりますし、多くの方々に北海道沼田町を知ってもらい

たいという意味でも非常に有効であり、大いにその効果に期待をしているところで

あります。このブースは一時のイベントのために借りる場所ではなく、沼田町だけが

数年にわたって独占できる単独で使用できるスペースであります。また、この周辺は

エスコンフィールドの効果もあり、道内でも最も人が集まる場所といっても過言で

なく、本当に特別な場所でありますので、こうした優位性を十分に生かして、ホタル

や夜高あんどん、あるいは幌新地区の各施設や魅力を含めた観光資源の紹介を発信

し、またクラフトビールだけでなく、トマトジュース、あるいは雪中米、また、現在

試作中でありますトマト羊など、沼田町の良質な食材を含めた絶品メニューの開発

も進行中であり、町の特産品のＰＲはもちろん、町のイベント、あるいは販売によっ

て外貨稼ぎや町への集客、そして人流創出と滞留、さらには移住につながるものと判

断し、様々な情報発信をしていきたいというふうに考え決断したものであります。こ

うした情報発信も実現することによって、多くの方々に北海道沼田町を知ってもら

い、そして子育て満足度日本一を目指す町、あるいは住みたい田舎ランキング１位、

さらには世界初の雪中米など、他の自治体にはない良さ、売りをより具体的なキャッ

チコピーで来場者の心をつかみ、関心を持ってもらい、実際に沼田町に行ってみたい

と思ってもらえるようなそんな仕掛けづくりも、このブースで行えればというふう

に考えておりますので、このブースを生かしたちょっとしたイベントですとか、ある

いはアイデアがあればぜひお寄せいただいて、共に一緒になって盛り上げていけれ

ばというふうに考えておりますので、御協力をお願いしたいというふうに思います。
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それから２点目であります。複合的拠点の必要性でありますが、私自身も石狩沼田駅

周辺については、町の中心であり廃線後においてもにぎわいを創出すべき重要な場

所というふうに認識をしています。間もなく稼働いたしますクラフトビール工場は、

確かにビールの製造のみで、試飲やお土産販売のスペースはございませんが、今後の

町の活性化を考えた場合、ＪＲ廃線後の駅舎の活用を含めた周辺地区においてどの

ような取組、どのような施設、あるいは魅力発信が必要なのか検討する必要があると

いうふうに思っています。こういった中で、御指摘の飲食やお土産を取り扱う場所と

いうことも当然ながら、検討材料として上げられるもので、まずは飲食店や商店で来

訪客に対して飲めて、あるいは買える環境を整えていただくよう、商工会を通じて協

力を求めていきたいというふうに考えます。そして、現在、駅未来協議会や地域おこ

し協力隊といった若い方々が中心となって、沼ルシェの定期開催を行っていただい

ておりますが、参画いただいているメンバーや、あるいは中高生、多くの町内外の皆

さんからの意見をこれまでにいただいており、今後の駅前周辺や町中の在り方につ

いて、町民のプロジェクトチームの設置を今年進め、御意見をいただきたいというふ

うに考えております。私自身も、この駅周辺は町の顔として複合的な拠点といった機

能が必要であるというふうに認識を持っておりますので、どういった形がよいのか、

あるいはどういった魅力を新たに創出すべきか、若い方々がこの町なら住んでみた

いと思ってもらえるような姿を見いだしていきたいというふうに考えておりますの

で、どうか御協力のほどよろしくお願いをしたいと思います。以上です。 

○５番（三浦実希議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。三浦議員。 

○５番（三浦実希議員）まず、１番目からの町長の回答に質問させていただきますけ

ども、沼田の魅力を発信するということで、食のメニューとか沼田独自の雪中米、ま

たは沼田のおいしい野菜やクラフトビール、そして、トマト羊ということも出ました

けれども、ほかのテナントは有名なスープカレーのお店や海の幸でしたり、居酒屋、

そして韓国焼肉店など、２階のフロア８店の中から、この沼田のアンテナショップで

ある沼田ビアキッチンを選んでいただかなければならないということですよね。も

ちろんアピールの方法としては、先ほどの沼田の魅力をどんどん発信していったり、

例えば特産品の販売のコーナーですとか、また、年間を通じての様々な季節に応じた

イベントなども考えていらっしゃるということでしたが、やはり沼田を選んでいた

だくために、道産米や道産野菜は当然どこのお店でも使用していると思いますし、そ

して、クラフトビールにつきましては、お酒を飲まない方にはやはり選んでいただけ

ない。一応、沼田町独自のやっぱりインパクトのある食材ということで、今、町長か

らトマト羊というお話も出ましたけれども、現在、トマト羊は、先月、トマト羊とか

のお披露目会もあったり、試食会なども行われていますけれども、沼田の方にも知っ
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ていただける機会があったと思いますけれども、現在沼田で飼育されているトマト

羊は１４頭しかいないということで、このトマト羊をメニューとして提供するには

飼育頭数が当然足りないということになります。それで、一応町長にもう一度聞きま

すけれども、町では飼育場を貸しておりますけれども、今後、頭数を増やして新しい

特産品としていくためには町としてのサポートしていく体制とかなどはございます

かというのが、まず１つと、先ほどの２つ目の質問で石狩沼田駅周辺を含めた活性化

につながる複合拠点の必要性ということですが、町長も複合的拠点は必要と考えて

くださるということで、今後も魅力発信、で、また駅未来協議会など沼ルシェも開か

れておりますので、若い方々や町内外の方々との意見も聞きながらプロジェクトを

組んで検討していくということで、またこれから考えていくということで、沼田深川

間のＪＲが廃線になった後も、この駅舎を含めて複合的な拠点づくりの考えがあっ

てプロジェクトをつくり検討していくということでよろしいですね。 

○町長（横山茂町長）はい、議長 

○議長（小峯聡議長）はい、町長。 

○町長（横山茂町長）はい、まず、１点目のトマト羊、十数頭しかいないのに、そん

なに使えるのかという質問でありますけど、数は現状は少ない状況でありまして、な

かなか増やすのも、一気に何百頭までというふうにはなかなかいかないみたいであ

ります。ただ、現状としては輸入もシェアに入れながら、そのサポートは我々も進め

ていきたいというふうに思ってますし、当初目標を聞いている中では２００頭を目

標にして、いわゆる我が町の特産品というか、そういうものに仕上げていきたいとい

うそんな思いでありますので、我々としてもしっかりとサポートしていきたいとい

うふうに思います。道産米あるいは野菜あるいはビール、どこにでもあるという話で

もありましたけど、その中でもやはり我々の農産品については、とにかく良質なもの

である、ほかのお米にしても、いわゆる玄米で貯蔵でなくて籾の貯蔵ということはほ

かにはないわけですよ。そういう部分でのアピール度というのは非常に高いと思い

ますし、ビールについても独自の原料を活用しながら、独自性をアピールしながら提

供していくということもそうですし、仮にビールが飲めない方については我が町の

特産品であるトマトジュースなども提供できるような形で、いかにして我が町のビ

アキッチンが選ばれるような、そんな環境は工夫した中で商品もひっくるめてです

ね、工夫した中で対応していきたいというふうに思います。プロジェクトに関して

は、とにかく大事にしたいのは行政がつくった計画を整理するというそういう思い

じゃなく、我々の町の将来を考えたときに、町民の方々がやはり参画をしてもらっ

て、その思いを実現できるものについては行政が対応していくという、そういう関係

性を持ちながら取組をしていきたいなというふうに思います。できれば、今回のクラ

フトビールは、ぜひとも商工会で盛り上げる、その素材として活用してもらって各小
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売店もあるいは飲食店も波及効果が非常に高いと、私は高いと思っています。ですの

で、その取組をぜひともみんなで対応していただきたいなというふうに思いますし、

やはり外貨稼ぎの品が出来上がるわけでありますので、これからはその品物を活用

して稼ぐ環境づくりに、ぜひともチャレンジもしてほしいというふうに思います。ど

うかその点を御理解をいただきますようよろしくお願いしたいと思います。 

○５番（三浦実希議員）はい、議長 

○議長（小峯聡議長）はい、三浦議員。 

○５番（三浦実希議員）はい、今町長から答えていただきましたクラフトビールにつ

きましても、今後沼田の小売店または飲食店できっと皆さん、せっかくできたクラフ

トビールを大切に、みんな大事にこれから盛り上げていってくれることと思ってお

りますので、またそれも商工会や、また町と一緒になってたくさん盛り上げていって

売り上げを上げていきたいと考えております。それとですね、もう 1 つお伺いした

いんですけれども、現在沼田の雪中米ですとか、トマト羊はまだ頭数は少ないですけ

れども、トナリエのところで沼田の観光資源も含めてあんどん祭りですとか、化石で

すとか、またホタルですとかそういうことも含めイベントも含め、特産品も含めアピ

ールしていく、ＰＲしていくということでしたが、オープンまであと１週間しかない

わけですが、この直接的なこの沼田のブランド、石狩のまたのブランドをイメージし

たのがこのビアキッチン、沼田ビアキッチンの売りなんですが、このやはり沼田のこ

とを知っていただく社員の方が、トナリエにはいらっしゃるのかどうか、またその例

えばクラフトビール醸造所の視察でしたり、あんどんやホタルや化石や沼田の食の

魅力が分かっていらっしゃる社員の方がいるのかどうかというのをお伺いしたいで

す。 

○町長（横山茂町長）はい、議長 

○議長（小峯聡議長）はい、町長。 

○町長（横山茂町長）沼田出身の方、社員さんでいます。その御質問にあるように、

やはり沼田のまちのことを分からないで対応するということは、多分不完全燃焼で

あるというふうに思いますので、そのことも視野に入れたスタッフへの教育という

か、そのことも合わせて対応していただいている予定でありますので、今後定期的に

まちにも顔出しされる場面も出てくるかと思いますので、その点については改めて

御協力を、御指導をよろしくお願いしたいと思います。 

○５番（三浦実希議員）はい、議長 

○議長（小峯聡議長）はい。 

○５番（三浦実希議員）その社員沼田町の出身の方が社員にいるということでなんか

ちょっと安心したんですけれども、沼田町のことをまた十分にアピールしてもらう

ために。 
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○議長（小峯聡議長）４回目ですけど質問では。 

○５番（三浦実希議員）終わります。４回目ですね、すいません、では終わります。

以上です。 

 

○議長（小峯聡議長）続いて、議席番号７番、長野議員。高齢者に優しい除雪対策と

除雪後継者の育成について質問してください。 

○７番（長野時敏議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。長野議員。 

○７番（長野時敏議員）７番、長野です。高齢者に優しい除雪対策と除雪後継者の育

成ということで質問いたします。町民約２，７００人中在宅高齢者は約１，０００人

と聞いています。ひとり暮らし率は１４％台、約１４０人ということで推移している

ということを聞いております。第６次総合計画、いつまでも幸せに暮らせるまちづく

りには高齢者の冬の暮らしを守ることがうたわれています。本町の除雪体制は他市

町と比べて決して劣るものではありませんし、感謝しております。ですが、この冬は

町民、特に高齢者が毎年の豪雪に悩まされているのが現状です。今年できたものが、

今までできたものが今年はきつい、それから来年は大丈夫だろうかということを悩

まれている方が多いのではないでしょうか。高齢化が進む中で、新たな仕組みを創設

して豪雪地帯でも安心して老後を過ごし、そしてこのまちに住み続けて、安心して生

涯を終えることができる、そういう安心感をやはり持たせていただきたいと考えて

おります。という理由で高齢者に優しい除雪対策のまちづくりということで、いかに

町長に聞きたいと考えています。他の町の事例なども入れてはいるのですけども、１

番、沼田スノーレンジャー（仮称）の創設、日々除雪業者の方、それから町の除雪、

本当にありがたいと思っております。ただ家の本当に際、目の前のところ、それから、

あるいは固い雪を置いていかれるような現状の中で、シルバー人材センターによる

委託型の地域おこし協力隊という形で手作業でレンジャーが出動してチャッチャと

やってくれる、またそういう人がいたらいいなという声があります。それらの除雪人

員の確保と、その他の業務などによってこういう制度を活用して推進してはどうか。

１番目です。２番目、ただそういう方も３年たったら町を去らなければならないとい

うこともありますので、総務省の集落支援員の活用ということで、地域おこし協力隊

卒隊後も集落支援員として除雪人員の確保とそのほかの業務による活用を推進して

いってはどうでしょうか。また、このような展望は町長、持っていらっしゃいますか。

３つ目です。これはちょっと暮らしということで、主に夏場に沼田を選んで住まわれ

ている方ですけれども、ちょっと発想を変えてですね、冬期間こういう仕事がありま

すよということで、スノーレンジャーをやってもらって、そして雪国体験を通して生

きがいを持っていただくことで、関係人口を創出してはどうでしょうか。夏の避暑地
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という感覚で来られている方がほとんどだと思うんですけれども、むしろこの時期

にそういう助っ人がいることで助かる人がいると、そこで生きがいを見出すという

ようなＰＲで、人を集め人員確保というのが３つ目でした。そして、大きな２つ目と

して、これらの方々を対象に大型大特免許取得の補助による除雪後継者を育成する。

私が聞くところによりますと、町内の除雪をやられている方の高齢化も進んで、なか

なか厳しい現状もある。そういうことで、上記の先ほどの３つのスノーレンジャー経

験者の地域おこし協力隊員、スノーレンジャーは本当に手作業のレンジャーですか

ら、その方たちに、それから集落支援員、在住の条件をつけてちょっと暮らし体験者、

これももちろん在住の条件をつけて何年間かは住まなきゃいけないよというような

条件をつけて、及び町内在住者に除雪を行うための大型大特免許の取得助成を行い

そのことによって後継者育成につながってはどうだろうか、という何点かありまし

たけれども、高齢者に優しい除雪対策と除雪後継者の育成ということで、町長のお考

えをお聞かせください。 

○町長（横山茂町長）はい。 

○議長（小峯聡議長）町長。 

○町長（横山茂町長）お答えをしたいと思います。高齢者に優しい除雪対策に関して

でありますけれども、高齢化あるいは人口減少、それから生活スタイルの変化などに

より除雪弱者という言葉がいいのかどうかありませんが、そういう除雪を必要とす

る方々が増えている、除雪の担い手不足なども相まって、豪雪帯における本町の除雪

に関する課題は年々深刻さを増してきている気もします。多くの高齢者は除雪を自

力で行うことが困難な方も多く、請負業者あるいはシルバー人材センターに委託す

るなどの対応により、町としてもその費用、高齢者世帯等除雪費助成事業についてよ

り経済的な負担の軽減を図りながら、降雪あるいは積雪状況に応じて住環境を見回

り、声掛けにより注意喚起を行うことで、安心して生活することができるような支援

をしているところであります。１つ目の地域おこし協力隊の活用ということであり

ますが、シルバー人材センターに限らず、除雪に携わる人材が不足することは認識し

ておりますが、やはり民業との役割分担も総合的に考えていかなくてはなりません。

また、単純にその業務を担わせるための地域おこし協力隊を活用することは、本来の

地域おこし協力隊のミッションとしてふさわしいのかどうかということも検討が必

要なのではなかろうかなと思います。２点目の集落支援の活用に関してもですが、単

純に卒隊後の協力隊員の受皿として活用することが集落支援としてのふさわしいも

のかどうか、ここも十二分検討が必要なのかなと思います。資料も付けていただいて

おりましたが、集落支援は集落の住民が集落の問題を自ら課題として捉えて、地方公

共団体が集落の状況に十分な目配りをした上で、政策を実施していかなければなら

ない、そういう決まりがありまして、実際にあっては集落点検を実施をし、集落の在
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り方に関する話合いを行い、地域の実情に応じた集落の維持・活性化対策を図ってい

かなければならない。これらのことを踏まえて地域の方々と議論が必要となってく

ると考えています。３点目のちょっと暮らしによる人員確保についてでありますが、

現状では冬期間については夏に比べてちょっと暮らしをされる方は少ない状況です。

利用されている方は、自らちょっと暮らししている体験住宅の除雪もしていただい

ていますが、中には豪雪に対応できずに業者に委託する例もあって、冬期間のちょっ

と暮らしの体験者に高齢者の住宅除雪の作業を労働力として活用することはなかな

か現実的ではないのかなというふうに思います。そんなことを踏まえて、大型免許取

得の補助による除雪後継者の育成についてですが、これもただ単純に大型免許取得

の補助で解決することは考えられないのかなというふうに思います。質問１のスノ

ーレンジャーのような取組を成熟させて、その先の制度設計として考えていくもの

で、何よりどの項目も手法も地域の課題解決に情熱を持った人材の確保、あるいは育

成が必要であるというふうに考えるところであります。いずれにしても議員がおっ

しゃるとおり、高齢者に優しい除雪対策は、町としても大きな課題として認識をして

おり、除雪の担い手として活躍いただいておりますシルバー人材センターは、会員数

の減少や高齢化などから事業所を運営する社会協議会とも連携しながら事業所の在

り方を含めた機能維持等について検討を進めて、高齢者の健康維持あるいは生きが

い、就労から派生する生活の充実やコミュニティなどの観点から高齢者が活躍でき

る居場所を提供できることが重要なポイントであり、除雪の担い手と絡めて検討す

る必要があるというふうに思います。また、除雪に関連する全てのことが、行政が行

うことはなかなか困難であることから、先ほど回答した点も含め、町民、町内会、行

政が除雪に関するお互いの認識を共有してそれぞれの役割分担を明確にしながら、

町民参加の拡充を図る検討も必要であるいうふうに考えております。以上です。 

○７番（長野時敏議員）はい、議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。長野議員。 

○７番（長野時敏議員）町長のお考えの中で、私と同じでなるほどというものもたく

さんあるので、検討されるのかなというふうに思っております。ちょっと重複します

けれども、今できるけれどもこれから大変だというような方がたくさんいる、そして

除雪を実際やられている方も高齢化が進んでいる。高齢化と人手不足の問題が目の

前にあるということで、これはある町がやっていることを、ちょっと私が紹介した事

例です。ちょっと暮らしについては発想の転換を変えて、今まで避暑地的に来ていた

のを冬こういう場があるよという呼びかけで１人でも２人でも参加していただいて、

そして町長がおっしゃられるように免許については、成熟させてからだろうと。１

年、２年、３年たって、よし、この沼田でやってみようという方でいきなりというこ

とにはならないと思います。そんなふうに考えているということと、あとは町内会、
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隣近所というのが昔でしたけれども、だんだん隣近所も一緒に歳をとっていて自分

のところで精いっぱいというのが本当に現状ですので、そういう中で何か新しい仕

組みを考える時が来ているのではないかということで、スノーレンジャー、そして地

域おこし協力隊を使うということは本来的なのかなというのも分かります。ただ、そ

れも新しい仕組みを考える時に来ているのではないかなという。使い方、集落支援に

ついてもこういう使い方でいいのかな、従来とは違うんじゃないかなというのも分

かります。ただ、今沼田が抱えている高齢化人手不足の問題を考えたとき、発想の転

換をすることでこういう方法もあるのではないか、そしてちょっと暮らしで沼田に

住みついて除雪レンジャーをやってくれる人というのはなかなかいないと思うんで

すけれども、それを発信することで１人でも２人でも手を挙げてくださって、そして

町内の１４０名ぐらいですか、ひとり暮らしの方。その中で緊急性のランキングとい

うか、リストアップをして、もちろん御本人のニーズもあると思うんです、私は金が

あるから全然そういうのは必要ならないだとか、近いうちに入居する、苑に入る予定

だからいいだとかそういう方もいると思うんです。そうではなくて、本当にこの先不

安でそしてとにかく安心して沼田で年をとって、そしてちょっとつらい言い方です

けれども、ここで終末を迎えたいというふうに考えている方の願いを汲み取るため

の、何らかの方策、私が出したのは案ですので、その中にあるのが、何度も繰り返し

ますけども、地域おこし、本来的ではない集落支援本来的ではないちょっと暮らし、

これも今までと違うパターンだ、それでも何か人を集めて高齢化問題を打開する中

でシルバーの方も高齢化が進んで大変だという話も聞いております。除雪をされて

いる大型の機械を動かしている方たちも、高齢化が進んでいるというふうに聞いて

います。そういうことを何とか打開化しようとしている、町が道内にありますので、

そういうところも参考にしていただきながら新たな沼田の高齢者に優しいスタイル

ということを、今回私提案させていただきましたけれども、そこの検討について町長

にもう一度お聞きいたしますので、よろしくお願いします。 

○町長（横山茂町長）はい、議長 

○議長（小峯聡議長）はい、町長。 

○町長（横山茂町長）いろいろと手法として御提案をいただいたものについては、参

考としながら。私もまもなく年齢上、高齢者の仲間入りがどんどん近づいてきていま

す。そんなことを考えるといかにして死して暮らせず、自分の社会をつくるためには

やはり除雪というものは重要なものでありますので、新たな仕組みという手法にな

るのかどうかは別にしてもいろいろと模索をして、より安心して暮らせる社会をつ

くるためにいろいろな手法を検討してみたいと思います。以上です。 

○７番（長野時敏議員）はい、議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。長野議員。 
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○７番（長野時敏議員）終わります。 

○議長（小峯聡議長）以上で一般質問を終了いたします。ここで暫時休憩いたします。

再開は午後３時１０分といたします。暫時休憩します。それで、その間に全員協議会

をしますので、３時５分くらいまでに控室にお集まりください。再開は４時を予定し

ます。 

午後 ２時５８分 休憩 

 

午後 ４時００分 再開 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）再開いたします。日程第８、議案第１２号、令和６年度沼田町

一般会計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○総務財政課長（村中博隆総務財政課長）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。総務財政課長。 

○総務財政課長（村中博隆総務財政課長）議案書の１７ページになろうかと思いま

す。議案第１２号、令和６年度沼田町一般会計補正予算について。令和６年度沼田町

一般会計補正予算を別冊のとおり提出する。令和７年３月６日提出。町長名でござい

ます。会議資料の５番の令和６年度沼田町一般会計補正予算（第８号）の２ページを

お開き願いたいと思います。令和６年度沼田町一般会計補正予算（第８号）。令和６

年度沼田町の一般会計の補正予算（第８号）は、次に定めるところによる。歳入歳出

予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億１，７２６万６，

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７０億６４０万８，００

０円と定める。２項、省略させていただきます。地方債の補正。第２条、地方債の変

更は、第２表地方債補正による。令和７年３月６日提出。町長名でございます。今回

の補正につきましては、３月補正でございますので、事業費の確定あるいは確定見込

みによります不用額整理が主な内容でございます。説明欄に事業項目ごとに記載し

てございますので、できる限り簡潔に説明させていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。１３ページをお開き願いたいと思います。歳出でございま

す。１款議会費１項１目議会費につきましては、執行残を整理してございます。２款

総務費１項１目一般管理費７０万５，０００円の増額補正は、１８節負担金補助及び

交付金、地域振興派遣職員手当等負担金で、道からの派遣職員について勤勉手当、赴

任旅費につきましては、協定により、町が負担することとなっております。年度末の

金額確定により、増額計上をするものでございます。３目ＯＡ管理費１２節委託料２

３０万７，０００円の減額補正は、子宮頸がんワクチン接種に係ります健康管理シス

テムとマイナンバーを紐づけするもので、委託料執行残を整理してございます。６目
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財産管理費につきましては、会計年度任用職員に係る報酬に不足が生じることから

整理してございます。９目企画費は、工事費の執行残整理であり、１４ページ、１０

目振興費については、クラフトビール工場建設に当たり、デジ田交付金の配分が確定

したことから、財源整理をしてございます。１４目自動車学校費７００万円を増額補

正するものですが、１２節沼田交通教育研修センター指定管理委託料１，４００万円

の補正計上及び２０節貸付金７００万円の減額でございます。指定管理料につきま

しては、今年度、オンライン学科教習を導入し、受講者の負担軽減が図られることを

ＰＲしたこともありまして、年度末までの受講生は、全車種で前年を上回る見込みで

ございますが、昨今のエネルギー事情の悪化による燃料費、電気料の高騰に加えまし

て、コース管理費用の増加によりまして収支不足が見込まれることから、１，４００

万円を補正計上するものでございます。貸付金につきましては、年度内の運転資金で

ございまして、執行残７００万円を減額するものでございまして、財源貸付金管理収

入を歳出増額で減額としております。１６目公共交通事業費１７万２，０００円を減

額するものです。町営バス及び乗合タクシー運行委託料は、執行残を整理し、１８節

空知中央バス生活交通路線維持補助金５８万１，０００円の増額補正につきまして

は、昨今の物価高騰や利用者減少によります運行赤字分を沿線自治体で負担するも

ので、沿線維持確保のため、補助金を増額し、対応するものです。財源はＪＲ留萌本

線代替輸送確保・跡地整備等推進基金を繰入れすることとしてございます。１７目ス

コーレセンター費１１３万１，０００円を増額補正するものですが、１２節施設管理

委託料１９６万円の増は、沼田ダム下の温泉水圧送ポンプの故障により、緊急に修繕

が必要となり、委託料を増額し、対応するものでございます。１４節工事請負費は、

執行残でございます。１５ページをお開き願いたいと思います。１９目移住定住応援

費２６７万２，０００円の減額補正ですが、移住定住応援費セルフリノベーション事

業の実績に伴い、執行残を整理しております。また、４節共済費につきましては、会

計年度任用職員の共済負担率改定に伴い、不足する額を増額するものです。２１目再

生可能エネルギー推進費につきましては、個人宅にて太陽光発電システムを設置し

た場合に、５０万円を上限として町から奨励金を交付してございます。奨励金を交付

した町に対し、北海道がその経費の一部を補助するというもので、補助要件に該当し

た１件分の補助金が確定したことから、財源振替を行うものでございます。２４目ふ

るさと応援費１１節役務費２，１００万円の増額補正ですが、２月末で約１３億５，

０００万円を受納しており、年度末までの納税額を１４億円と見込み、ポータルサイ

ト掲載手数料とクレジット決済手数料が不足することから、所要額を増額計上して

ございます。２５目地域おこし協力隊活動費１，８３８万５，０００円の減額補正で

すが、当初予算では、新規を含め１８名の協力隊員分を予算計上しておりましたが、

途中、出入りもありましたが、現在、１２名の協力隊員に活動いただいており、年度
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末決算を見込みまして、報酬活動経費について減額処理するものでございます。１６

ページをお開きください。３項１目戸籍住民基本台帳費１，０４８万１，０００円の

減額補正ですが、戸籍システム標準化・共通化に関わる業務委託に関し、国の標準仕

様の改定などの理由により、システム開発の遅れやスケジュール変更等がありまし

て、委託費を含め、減額整理してございます。財源についてもデジタル基盤改革支援

補助金を減額し、整理しております。４項２目衆議院議員選挙費１１１万９，０００

円の減額につきましては、執行残整理であります。財源につきましても歳出実績に併

せ、減額となってございます。１７ページをお開きください。５項１目統計調査費４，

０００円の増額につきましては、農林業センサスに関わる調査員報酬の実績により、

増額計上をするものです。３款民生費１項１目社会福祉総務費１，０３６万８，００

０円の増額補正ですが、社会福祉総務費２７節繰出金国民健康保険特別会計繰出金

１，０３６万４，０００円の増につきましては、繰出基準額の確定及び国保特会事業

の決算見込みに基づきまして増額してございます。住民税非課税世帯に対する臨時

特別給付金返還金は、事務費の実績に伴い、返還金が生じるものでございます。財源

につきましても実績に伴い、整理してございます。１８ページを開きください。３目

介護支援費２７節繰出金２，０８３万３，０００円の減額補正ですが、各特別会計繰

出金の実績に伴い、減額整理してございます。７目高齢者医療費４２７万円の減額補

正ですが、１８節負担金補助及び交付金後期高齢者医療給付費負担金２４６万４，０

００円の減は、実績に伴い減額するものでございます。２７節繰出金後期高齢者医療

特別会計繰出金１８０万６，０００円の減は、事務費繰出の決算見込みに伴い、減額

するとなるものでございます。財源につきましても併せて整理しています。２項２目

子育て支援費１，７４７万８，０００円の増額補正ですが、１２節委託料一時預かり

保育委託料６０万円の増は、年度末の実績を見込み増額するものです。１８節負担金

補助及び交付金１，６８７万８，０００円の増と増額補正ですが、北空知こども療育

センター負担金１３５万２，０００円の増と認定こども園施設型給付費負担金１，５

５２万６，０００円の増は、公定価格の単価増に伴い増額となるものです。財源につ

きましても国費、道費含め、実績に応じ、整理してございます。４款衛生費１項２目

健康推進費２７万７，０００円の減額は、会計年度任用職員報酬不用額を整理してご

ざいます。１９ページをお開きください。６目環境衛生費２，２１４万円の増額につ

きましては、北空知衛生センター組合負担金を増額するもので、北空知葬斎場整備事

業に関わる負担金が確定したことにより、増額補正計上しており、財源の起債借入れ

についても整理してございます。６款農林水産業費１項９目基幹水利施設管理事業

費５９０万５，０００円を減額するもので、恵比島揚水機場施設管理費の稼働実績に

伴い減額整理するもので、併せて財源整理を行っております。１１目水利施設管理強

化事業費１８節負担金補助及び交付金２５２万５，０００円を補正計上するもので
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すが、北海道からの補助金で、農業水利施設において、省エネルギー推進計画に基づ

き、コスト削減に取り組んでいる土地改良施設の令和６年度における電力量高騰分

に対する補助金を土地改良区に交付するもので、同額が歳入で措置される、いわゆる

トンネル予算の計上でございます。１４節雪山センター管理運営費１０万８，０００

円の減額補正は、実績に伴い整理するものと１２節委託料２５万７，０００円の増額

については、７年度の各種イベントで、雪利用が増えることが想定され、フレコン制

作に関わる費用を増額計上しております。８款土木費１項１目土木総務費１４万円

の減額補正は、不用額を整理してございます。２０ページをお開きください。２目街

路灯費６５万６，０００円の減額補正は、１４節工事請負費については、実績に伴い

執行残を整理するものです。財源については、電気料金高騰により、各町内会負担金

が増額となっており整理してございます。２項１目道路橋梁維持費１，６６０万円の

増額につきましては、１１節役務費６０万円の減額は、除廃雪車両及び維持車両の車

検、点検に関わる手数料など、不用額を整理してございます。１２節委託料町道除雪

委託料２，０００万円を増額計上するものですが、今シーズンは、３月１日時点で、

降雪量は１１メーター２９センチ、積雪量は１５０センチを記録しております。現

在、急激な温度の上昇による排水路の増水が懸念されることから、原野幹線排水路の

雪上げ作業を行っていると聞いてございます。年度末までに要する費用と実績を見

込み、計上額補正してございます。１７節備品購入費２８０万円の減額は、除雪トラ

ック購入費の執行残整理でございます。財源につきましては、除雪トラック購入事業

における社会資本整備総合交付金の額の確定など、実績により減額整理してござい

ます。２目道路新設改良費１０７万円の減額につきましては、工事業者の確定に伴

い，執行残を整理し、併せて財源も実績に伴い整理させていただいてございます。４

項都市計画費１目公共下水道費２４０万円の減額補正ですが、下水道特別会計の繰

出金でありまして、特別会計補正額の確定整理に伴いまして、繰出金を減額するもの

です。２目公園費１０９万８，０００円の減額補正は、公園管理費の実績による整理

と工事請負費の執行残を整理です。２１ページをお開きください。３目パークゴルフ

場管理費５３万５，０００円の減額は、執行残整理でございます。５項住宅費１目住

宅管理費につきましては、緑町団地Ｃ棟改修事業に係ります事業費確定により財源

を整理してございます。１０款教育費１項２目事務局費１８節負担金補助及び交付

金青少年スポーツ文化振興助成金１０万円を増額補正するものですが、沼田っ子の

活躍により、全道大会等に参加する機会が増え、助成を行うものですが、年度末まで

の所要額を見込み増額計上してございます。財源につきましては、青少年スポーツ文

化振興基金繰入金１０万円を歳出補正額と同額計上してございます。４項２目社会

教育推進事業費２１万３，０００円の減額補正は、各種事業実績により、執行残を整

理してございます。３目活性化センター費１２節委託料１６万８，０００円の増額補
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正は、年度末の北竜地区活性化センターの除雪実績を見込み増額するものです。２２

ページをお開きください。５項保健体育費２目社会体育推進事業費３６万円の減額

につきましては、実績に伴う執行残整理です。３目体育施設費６６万１，０００円を

増額補正するものですが、年度末の除雪実績を見込み、増額するものでございます。

４目スキー場管理費１０５万３，０００円の増額補正ですが、１節報酬会計年度任用

職員報酬１６万６，０００円の増額は、１３０年記念事業イベントなどでコース整備

などの出役が増えたことにより、不足する報酬を増額するものです。１０節需用費１

２節委託料につきましては、年度末までの実績を見込み、所要額を増額計上するもの

です。１２款諸支出金１億９，２１０万４，０００円の増額につきましては、各基金、

利子について２目財政調整基金費から２４ページの２０目ＪＲ留萌線代替輸送確

保・跡地整備等推進基金費まで、各目区分ごとに計上補正を計上いたしております。

２２ページに戻っていただきまして、３目減災基金費２４節減災基金積立金１，２５

２万３，０００円を増額計上しておりますが、国の補正により増額された普通交付税

のうち、今後の臨時財政対策債の償還分として算定された金額を基金に積み込み、償

還の財源を確保するものでございます。２３ページ、５目ふるさとづくり基金費２４

節指定寄附金積立金１億７，９００万円の増額補正ですが、ふるさと納税の増加に伴

い、年度末の寄附額を１４億円と見込み、係る経費を除いた額を基金に積み立てるも

のでございます。２５ページをお開きください。１３款職員費１項１目職員費２２８

万７，０００円の減額補正ですが、年度末までに要する費用と実績を見込み、整理し

てございます。９ページへお戻りください。９ページ、歳入でございます。１款町税

２項１目固定資産税６２２万６，０００円の減額につきましては、北海道沼田開発の

固定資産税減免によるものが主な要因となってございます。１２款地方交付税１項

１目地方交付税４，３７８万８，０００円を増額するものでございます。今回、提案

しております歳出予算に特定財源などを充当しても、なお不足する額につきまして

地方交付税を増額いたしまして、収支の均衡を図ったものでございます。１４款分担

金及び負担金から１２ページの２３款町債までにつきましては、今ほど歳出で御説

明させていただいた中で、財源を含め説明しておりますので、歳入での詳細説明は、

割愛させていただきます。各事業の実績に併せまして増額、または減額整理をしてい

るところでございます。１１ページをお開き願いたいと思います。１１ページ、１８

款財産収入２項１目不動産売払収入１節土地売払収入２７８万７，０００円の増額

補正ですが、北竜地区及び共成地区にて、町所有農地を売却し、収入したものでござ

います。５ページへお戻りください。第２表地方債補正、変更でございますが、記載

しております４事業の発行額の確定により、変更するものでございます。以上、申し

上げまして、提案説明とさせていただきます。御審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 
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○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）ご意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第１２号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は、原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第１２号は原案のとおり

に可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第９、議案第１３号、令和６年度沼田町養護老人ホーム特

別会計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○和風園園長（安念昌典和風園園長）はい。 

○議長（小峯聡議長）和風園長。 

○和風園園長（安念昌典和風園園長）議案第１３号、令和６年度沼田町養護老人ホー

ム特別会計補正予算について。令和６年度沼田町養護老人ホーム特別会計補正予算

を別冊のとおり提出する。令和７年３月６日提出。町長名でございます。会議資料の

６番、令和６年度沼田町養護老人ホーム特別会計補正予算（第４号）の２ページをお

開きください。令和６年度沼田町養護老人ホーム特別会計補正予算（第４号）。令和

６年度沼田町の養護老人ホーム特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところに

よる。歳入歳出予算の補正。第１条歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２７０

万４，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億９，６９０万

６，０００円と定める。２項については省略させていただきます。令和７年３月６日

提出。町長名でございます。今回の補正予算を御説明する前に、今、現状の利用者の

状況について簡単に御説明いたします。３月１日現在、定員数１００名に対しまし

て、男性２７名、女性７３名、合計１００名の利用者が在籍しております。今現在、

入院者は３名となってございます。それでは、今回の補正予算の内容について御説明

いたします。 

（「説明省略」の声あり） 

○和風園園長（安念昌典和風園園長）御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ
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んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第１３号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は、原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第１３号は、原案のとお

り可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１０、議案第１４号、令和６年度沼田町特別養護老人ホ

ーム特別会計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○旭寿園園長（荒川幸太旭寿園園長）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。旭寿園長。 

○旭寿園園長（荒川幸太旭寿園園長）議案第１４号、令和６年度沼田町特別養護老人

ホーム特別会計補正予算について。令和６年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計

補正予算を別冊のとおり提出する。令和７年３月６日提出。町長名でございます。会

議資料０７―１、令和６年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第３号）

をお開き願います。前段に会議資料にページ数、記載漏れありましたことをおわび申

し上げます。タブレット上、左下、２ページ目をお開き願います。令和６年度沼田町

特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第３号）。令和６年度沼田町の特別養護老人

ホーム特別会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。歳入歳出予算の

補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，７７０万円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億４，８２８万４，０００円と定める。以

降については、省略いたします。令和７年３月６日提出。町長名でございます。補正

予算を御説明する前に、利用者の状況について御説明いたします。３月１日現在、定

員数８０名に対し、男性２３名、女性５７名、合計８０名の利用。入院者が９名。ま

た短期入所、ショートステイでございますが、定員１０名に対しまして、２月の１日

平均が９．５名となっております。それでは、今回の補正予算の主な内容について御

説明いたします。 

（「説明省略」の声あり） 

○旭寿園園長（荒川幸太旭寿園園長）御審議のほど、よろしくお願いいたします。 
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○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第１４号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決することに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）異議なしと認めます。よって、議案第１４号は、原案のとおり

可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１１、議案第１５号、令和６年度沼田町高齢者グループ

ホーム特別会計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○なごみ施設長（荒川幸太なごみ施設長）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい、なごみ施設長。 

○なごみ施設長（荒川幸太なごみ施設長）議案第１５号、令和６年度沼田町高齢者グ

ループホーム特別会計補正予算について。令和６年度沼田町高齢者グループホーム

特別会計補正予算を別冊のとおり提出する。令和７年３月６日提出。町長名でござい

ます。会議資料０８─１、令和６年度沼田町高齢者グループホーム特別会計補正予算

（第５号）の２ページをお開き願います。令和６年度沼田町高齢者グループホーム特

別会計補正予算（第５号）。令和６年度沼田町の高齢者グループホーム特別会計の補

正予算（第５号）は、次に定めるところによる、歳入歳出予算の補正第１条、歳入歳

出予算の総額に歳入歳出それぞれ５７７万４，０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ６，５４２万９，０００円と定める、２項については省略いた

します。令和７年３月６日提出。町長名でございます。補正予算を御説明する前に、

利用者の状況について御説明いたします。定員９名に対しまして、男性２名、女性７

名、計９名の入所の状況でございます。それでは、今回の補正予算の主な内容につい

て御説明いたします。 

（「説明省略」の声あり） 

○なごみ施設長（荒川幸太なごみ施設長）御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第１５号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は、原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第１５号は、原案のとお

り可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１２、議案第１６号、令和６年度沼田町介護保健特別会

計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○保健福祉課長（按田義輝保健福祉課長）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。保健福祉課長。 

○保健福祉課長（按田義輝保健福祉課長）議案第１６号、令和６年度沼田町介護保健

特別会計補正予算について。令和６年度沼田町介護保健特別会計補正予算を別冊の

とおり提出する。令和７年３月６日提出。町長名でございます。会議資料９─１、令

和６年度沼田町介護保健特別会計補正予算（第４号）２ページを御覧ください。令和

６年度沼田町介護保健特別会計補正予算（第４号）。令和６年度沼田町の介護保健特

別会計の補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正。第

１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４，３５３万３，０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億６，３９２万３，０００円と定める。第

２項、省略させていただきます。令和７年３月６日提出。町長名でございます。今回

の補正につきましては、主に、歳出における介護給付費の実績を見込んだところ、介

護給付費の支出が減少となることから、それに伴う国庫支出金、支払基金、道支出金

等からの交付金などについて減額補正するものでございます。７ページを御覧願い

ます。 

（「説明省略」の声あり） 

○保健福祉課長（按田義輝保健福祉課長）御審議のほど、よろしくお願いいたします。

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り



 

43 

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第１６号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は、原案のとおり決定することに、御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第１６号は、原案のとお

り可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１３、議案第１７号、令和６年度沼田町国民健康保険特

別会計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○保健福祉課長（按田義輝保健福祉課長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。保健福祉課長。 

○保健福祉課長（按田義輝保健福祉課長）議案第１７号、令和６年度沼田町国民健康

保険特別会計補正予算について。令和６年度沼田町国民健康保険特別会計補正予算

を別冊のとおり提出する。令和７年３月６日提出。町長名でございます。会議資料１

０─１、令和６年度沼田町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の２ページを御

覧願います。令和６年度沼田町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）。令和６年

度沼田町の国民健康保険特別会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２，９７５

万２，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億６，６５６万

６，０００円と定める。第２項を省略させていただきます。令和７年３月６日提出。

町長名でございます。今回の補正につきましては、主に本年度の保険給付実績を見込

みまして、保険給付費を減額することに伴う同保険給付普通交付金を減額し、なお繰

越しが生じる見込みであることから、国民健康保険財政調整基金に積立てをする補

正とするものでございます。９ページを御覧願います。歳出でございます。１款。 

（「説明省略」の声あり） 

○保健福祉課長（按田義輝保健福祉課長）御審議のほど、よろしくお願いします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第１７号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は、原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第１７号は、原案のとお

り可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１４、議案第１８号、令和６年度沼田町後期高齢者医療

特別会計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○保健福祉課長（按田義輝保健福祉課長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。保健福祉課長。 

○保健福祉課長（按田義輝保健福祉課長）議案第１８号、令和６年度沼田町後期高齢

者医療特別会計補正予算について。令和６年度沼田町後期高齢者医療特別会計補正

予算を別冊のとおり提出する。令和７年３月６日提出。町長名でございます。会議資

料１１─１、令和６年度沼田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）の２ペー

ジを御覧願います。令和６年度沼田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）。

令和６年度沼田町の後期高齢者医療特別会計の補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ７万２，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７，７４０万

８，０００円と定める。第２項を省略させていただきます。令和７年３月６日提出。

町長名でございます。今回の補正につきましては、令和６年度における実績を見込

み、補正処理をするものでございます。７ページを御覧願います。歳出でございます。

２款。 

（「説明省略」の声あり） 

○保健福祉課長（按田義輝保健福祉課長）御審議のほど、よろしくお願いいたします。

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第１８号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は、原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第１８号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１５、議案第１９号、令和６年度沼田町水道事業会計補

正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○建設課長（瀧本周三建設課長）はい、議長。 

○議長（小峯聡議長）はい、建設課長。 

○建設課長（瀧本周三建設課長）議案第１９号、令和６年度沼田町水道事業会計補正

予算について。令和６年度沼田町水道事業会計補正予算を別冊のとおり提出する。令

和７年３月６日提出。町長名でございます。会議資料の１２─１、令和６年度沼田町

水道事業会計補正予算（第６号）の３ページを御覧ください。令和６年度沼田町水道

事業会計補正予算（第６号）。第１条、令和６年度沼田町の水道事業会計の補正予算

（第６号）は、次に定めるところによる。業務の予定量。第２条、予算第２条第４号

を次のように改める。第４号、主要な建設改良事業費９，１７０万４，０００円。資

本的収入及び支出。第３条、予算第４条本文中、括弧書き中、１，５１９万４，００

０円を１，４３８万９，０００円に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり

補正する。収入第１款資本的収入第１項企業債では、３，２２０万円を減額し、８，

０６０万円とし、支出第１款資本的支出第１項建設改良費では、３，３００万５，０

００円を減額し、９，１７０万４，０００円とするものでございます。企業債第４条、

予算第５条に定めた記載の限度額を次のとおり改める。起債の目的。排水設備改良等

事業に係る起債限度額１億１，２８０万円を８，０６０万円に改めるものでありま

す。令和７年３月６日提出。町長名でございます。今回の主な補正内容につきまして

は、資本的支出の建設改良費のうち、委託料及び工事請負費の執行残を減額補正し、

資本的収入の企業債を支出の精査に伴い、減額補正することが主な内容でございま

す。８ページを御覧ください。下段の資本的支出から説明させていただきます。１款

資本的支出１項建設改良費１目排水設備改良費３，３００万５，０００円の減額は、

委託料では、町道梅の沢線排水管調査設計業務委託に係る費用の執行残を減額補正

し、工事請負費では、町道高台幹線仕切り弁取替工事ほか２件の執行残を減額補正す

るものでございます。上段の資本的収入について説明させていただきます。１款資本

的収入１項企業債１目企業債３，２２０万円の減額は、下段の資本的支出で説明いた

しました工事請負費の町道高台幹線仕切り弁取替工事ほか２件の事業費確定に伴い、

財源としている企業債を減額補正するものでございます。以上、提案の説明とさせて

いただきます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 
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○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第１９号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は、原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第１９号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１６、議案第２０号、令和６年度沼田町下水道事業会計

補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○建設課長（瀧本周三建設課長）はい、議長。 

○議長（小峯聡議長）はい、建設課長。 

○建設課長（瀧本周三建設課長）議案第２０号、令和６年度沼田町下水道事業会計補

正予算について。令和６年度沼田町下水道事業会計補正予算を別冊のとおり提出す

る。令和７年３月６日提出。町長名でございます。会議資料の１３─１、令和６年度

沼田町下水道事業会計補正予算（第３号）の３ページを御覧ください。令和６年度沼

田町下水道事業会計補正予算（第３号）。第１条、令和６年度沼田町の下水道事業会

計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。業務の予定量。第２条、予算

第２条を次のように改める。下水道事業第４号、主要な建設改良事業費３億８，８０

１万５，０００円。収益的収入及び支出。第３条、予算第３条に定めた収益的収入及

び支出の予定額を次のとおり補正する。収入第１款下水道事業収益のうち、第２項営

業外収入において２４０万円を減額し、１億８，６９７万円とし、支出第１款下水道

事業費用のうち、第１項営業費用において２４０万円を減額し、２億３，５５０万６，

０００円とするものでございます。資本的収入及び支出第４条、予算第４条本文中、

括弧書き中、１，７９６万３，０００円を１，８０３万３，０００円に改め、資本的

収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。収入第１款資本的収入のうち、第１項

企業債において８６０万円を減額し、１億７，８１０万円とし、第２項補助金におい

て８３９万円を減額し、２億６５１万円とし、支出第１款資本的支出のうち、第１項

建設改良費において１，６９２万円を減額し、３億８，８０１万５，０００円とする
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ものでございます。企業債第５条、予算第６条に定めた起債の限度額を次のとおり改

める。起債の目的、下水道設備等整備事業の限度額、１億８，６７０万円を１億７，

８１０万円に改めるものでございます。議会の議決を経なければ、利用することので

きない経費。第６条、予算第８条に定めた経費の金額を次のように改める。第１号、

職員給与費３０２万９，０００円。他会計からの補助金。第７条、予算第９条本文中、

一般会計からこの会計補助を受ける金額９，７５７万６，０００円を、９，５１７万

６，０００円に改めるものでございます。令和７年３月６日提出。町長名でございま

す。今回の主な補正内容は、収益的支出及び資本的支出では、人件費の会計間調整等

の実績見込みに応じ、執行残の補正源と委託料及び工事請負費の執行残を減額補正

し、収益的収入及び資本的収入では、人件費減額分等を含め、収支の均衡を図るため

に、一般会計からの繰入金を減額し、また、工事請負費等の精査に伴う財源として、

企業債及び国庫補助金を減額補正することが主な内容でございます。１３ページを

御覧ください。下段の収益的支出から説明させていただきます。収益的支出１款下水

道事業費用１項営業費用２目処理場費１０万円の増額は、浄化センターの電気料を

実績見込みに対し、不足する額を増額補正するものでございます。４目総経費２５０

万円の減額は、給料から法定福利費までの人件費を精査するもので、職員の費用負担

を１０月から企業会計としたことによる執行残を減額補正するものでございます。

上段の収益的収入について説明させていただきます。収益的収入。１款下水道事業収

益２項営業外収益２目他会計営補助金２４０万円の減額は、下段での収益的支出で

御説明させていただきました費用の精査に対しまして、一般会計からの繰入金によ

り、収支の均衡を図り、賞与額を減額補正するものでございます。１４ページを御覧

ください。下段の資本的支出から説明させていただきます。資本的支出。１款資本的

支出１項建設改良費１目管渠建設改良費１，４９２万円の減額は、北竜マンホールポ

ンプ所外電気設備更新工事など１件の執行残を整理し、減額補正するものでござい

ます。２目処理場建設改良費２００万円の減額は、下水道事業団との協定により、執

行を予定しておりました沼田浄化センター実施設計業務につきましては、財源であ

ります社会資本整備交付金の配分が得られず、次年度に先送りした事業費用分を精

査し、減額補正するものでございます。上段の資本的収入について説明させていただ

きます。資本的収入１款資本的収入１項企業債１目企業債８６０万円の減額。あと２

項補助金１目国庫補助金８３９万円の減額は、下段の資本的支出で説明いたしまし

たが、北竜マンホールポンプ所外電気設備工事ほかの事業費精査に伴う特定財源を

減額補正するものでございます。以上、提案の説明とさせていただきます。御審議の

ほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第２０号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は、原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第２０号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１７、予算等審査特別委員会の設置についてを議題とい

たします。この際、次の日程第１８、議案第２１号、沼田町合同墓の設置、管理及び

使用等に関する条例についてから日程第３１、議案第３６号、令和７年度沼田町下水

道事業会計予算についてまでの１４件を一括議題としたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、日程第１８から日程第３１ま

での１４件を一括して議題といたします。お諮りいたします。議案第２１号、沼田町

合同墓の設置、管理及び使用等に関する条例について、議案第２２号、沼田町第１号

会計年度任用職員の報酬、期末手当、勤勉手当及び費用弁償に関する条例の一部を改

正する条例について、議案第２３号、町職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例について、議案第２４号、沼田町住んで快適住まいる応援条例の一部を改正する条

例について、議案第２５号、沼田町営スキー場設置条例の一部を改正する条例につい

ての条例５件及び議案第２８号、令和７年度沼田町一般会計予算についてから議案

第３６号、令和７年度沼田町下水道事業会計予算についてまでの予算９件を議員全

員による予算等審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと

思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第２１号から議案第２５

号、議案第２８号から議案第３６号までの１４件を議員全員による予算等審査特別

委員会を設置し、これに付託して審査することに決定いたしました。お諮りいたしま

す。ただ今設置されました予算等審査特別委員会の正副委員長につきましては、委員

会条例第８条第２項の規定に関わらず、議長から指名することにいたしたいと思い
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ます。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、正副委員長は議長から指名す

ることに決定しました。それでは指名をいたします。委員長に６番、伊藤議員、副委

員長に５番、三浦議員を指名いたします。お諮りいたします。ただいま指名しました

とおり、正副委員長を決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、予算等審査特別委員会の正副

委員長は、議長指名のとおり決定いたしました。以上で、本日の日程は終了いたしま

した。お諮りいたします。予算等審査特別委員会開催のため、３月７日から１２日ま

での６日間を休会といたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、３月７日から３月１２日まで

の６日間を休会することと決定いたしました。 

 

（ 散 会 宣 言 ） 

○議長（小峯聡議長）本日はこれで散会いたします。御苦労さまでした。 

午後 ４時５１分 散会 
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会議の経過を記載し、その内容に相違ないことを証するためにここに署名する。 
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